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　10月11日㈰に北信保育園の運動会が開催されました。
　生憎の天気で順延となりましたが、日曜日は天気に
恵まれて無事開催することができました。
　小さなからだで力いっぱい地面を蹴って走る姿は、
保護者の皆さんの目には大きく映ったのではないでし
ょうか。

～力強く元気に走る!!～

令和２年

第444号
11月号

広　報
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　今年の冬は、新型コロナウイルスとインフルエンザの同時流行が心配されています。これは、
病院等において発熱等の症状のある患者さんが、季節性インフルエンザ感染なのか、新型コロ
ナウイルス感染なのかを判別するのに時間等を要するとされているからです。
　そこで本年度の村の感染症予防対策として、インフルエンザ予防接種費用の補助を全村民へ
拡大しました。
　この機会に予防接種を受けましょう。

インフルエンザとは？
　インフルエンザは「インフルエンザウイルス」に感染して発症します。38℃以上の発熱、頭痛や関節・筋
肉痛など全身の症状が急に現れ、高齢の方や慢性疾患を持つ方は肺炎を伴うなど重症化することがあります。

インフルエンザ予防接種の効果とは？
　インフルエンザが流行する前に予防接種を受けることが有効とされています。
　ワクチン接種を受けた高齢者は、死亡の危険が１／５に、入院の危険が半分程度まで減少することが期待
できるとされています。またワクチンの安全性はきわめて高いとされています。

補助対象 栄村に住所をお持ちの方

場 所

栄村診療所、秋山診療所、公民館の巡回接種（10月配布チラシをご確認ください）

このほか、予防接種の実施日における年齢により下記の違いがあります。
※65歳以上の方は、この他の医療機関でも予防接種可能です。
※65歳未満の方で、この他の医療機関で予防接種を希望される方は、

民生課 健康支援係☎0269-87-3020までお問い合わせください。

補助金額

１回接種の場合：3,500円まで（２回接種の場合：１回2,500円）
栄村診療所、秋山診療所、公民館の巡回接種では、窓口負担はありません。

この他の医療機関で予防接種される際は、医療機関ごとに接種料金が異なるので、窓口負担が発生
する可能性があります。

季節性インフルエンザ以外の予防接種等について
●高齢者肺炎球菌ワクチンの予防接種の対象の方へ（対象の方には本年５月に郵送で予診票をお送りしています）
　インフルエンザ予防接種と同時接種が可能です。希望される方は栄村診療所☎0269-87-3306へご予約ください。

●風しんの追加的対策の対象の男性の方へ（対象の方には本年４月に郵送でクーポン券をお送りしています）
　風しんについても予防接種が可能ですが、まず抗体検査を受ける必要がありますので、クーポン券同封の案内をご確
認ください。風しんは妊婦さんが感染すると、生まれてくる赤ちゃんの眼や耳、心臓に障害が出る可能性があります。
妊婦さんへの感染を予防するためにも、多くの男性が風しんの抗体を持っている必要があります。

問い合わせ先 民生課　健康支援係　☎0269-87-3020

令和2年度限定！
インフルエンザ予防接種費用補助

全村民が対象です！

保健だより
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12月19日㈯　オープン!!
令和３年3月28日㈰まで営業予定

●受付期間　11月９日㈪～20日㈮
　　　　　　（告知放送でもご案内します）

●料　　金　小学生まで　　9,000円
中学生以上　11,000円

　村内各家には、12月に村民割引券を
配布しますので、ご家族ご親族等でご利
用ください。
　新型コロナウイルス感染症対策を行
い、村民皆様のご利用をお待ちしており
ます。

さかえ倶楽部スキー場（役場 商工観光課）

☎0269-87-3355

さかえ倶楽部スキー場　2020-21シーズン情報

問合せ先

ネットで登録して
スキー場へGO!!

雪マジ19……19歳リフト無料
雪マジ20……20歳リフト半額
※身分証明書をお忘れなく。
※対象者は雪マジサイトにて要確認。「子どもの背が大きくなって短く感じる

なぁ。」　
「スノーボードを始めたいが買うのはち
ょっと…」

そんな方は…
今年もぜひご利用ください!!

買うよりお得なシーズンレンタル！
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新型コロナウイルス感染症緊急経済対策における税制上の措置（概要）
　新型コロナウイルス感染症拡大防止措置の影響により、厳しい状況におかれて
いる納税者に対する税制の特例についてお知らせします。詳しい要件や申請方法
等は、村ホームページをご覧いただくか、お問い合わせください。

総務課 税務係
☎0269-87-3112

　厳しい経営環境にある（※）中小事業者等に対し
て、令和３年度課税の１年分に限り、事業用家屋及
び償却資産に係る固定資産税の課税標準を、事業収
入の減少幅に応じ、２分の１またはゼロとします。

軽自動車税環境性能割の臨時的軽減の延長
　令和元年10月１日～令和２年９月30日に自家用の
軽自動車を取得した場合、環境性能割の税率１％分
を軽減することとされていましたが、この軽減期間
を令和３年３月31日まで延長します。
◇手続きは不要

　新型コロナウイルス感染症の影響を受けながら
も、新規に設備投資を行う中小事業者等を支援する
観点から、適用対象に一定の事業用家屋及び構築物
を加え、固定資産税の課税標準額を３年間ゼロとし
ます。また、生産性向上特別措置法の改正を前提に、
令和３年３月31日までとなっている適用期限が２年
延長されます。

国民健康保険税の減免
　新型コロナウイルス感染症の影響により、世帯
主の収入が減少（前年比概ね30％以上）したとき
は、申請により要件を満たす場合は、申請日以後
の納期分について減免を受けることができます。
◇申請が必要

徴収猶予の特例制度
　新型コロナウイルス感染症の影響により、収入が大幅に減少（前年同期比概ね20％以上）しており、村税
の納付が困難となった場合は、無担保かつ延滞金なしで１年間、徴収の猶予を受けることができます。
◇申請が必要

全ての税〈個人・事業者向け〉

　政府の自粛要請を受けて、開催中止等となった文
部科学大臣が指定したイベントについて、チケット
の払戻しを受けない場合は、その金額分を寄附とみ
なし、個人住民税の寄附金税額控除の対象とします。

住宅ローン控除の適用要件の弾力化
　消費税増税の緩和措置として、住宅ローンを借り
て新築した住宅等に令和2年12月末までに入居した
場合は、住宅ローン控除の控除期間が10年から13年
に延長されています。新型コロナウイルス感染症の
影響により、入居が期限に遅れた場合でも、一定の
要件を満たせば、13年の控除期間の対象になります。

個人住民税〈個人向け〉

イベント中止等に伴う払戻請求権を放棄した
者に係る寄附金税額控除の特例

中小事業者等が所有する事業用家屋及び償却
資産に係る軽減措置【令和３年度限定】

生産性革命の実現に向けた特例措置の拡充・
延長

固定資産税〈事業者向け〉

軽自動車税〈個人・事業者向け〉 国民健康保険税〈個人向け〉

◇イベント主催者から交付される証明書（２点）を添
えて、翌年の申告時期に確定申告が必要です。

※令和２年２月～10月までの任意の連続する３か月の
事業収入が前年の同期間と比べて30％以上減少

◇認定経営革新等支援機関等（税理士、商工会、金融
機関等）から要件に該当するか確認を受けた後、令
和３年１月に申告が必要

◇確定申告が必要です。（住宅ローン控除可能額のう
ち所得税から控除しきれなかった額が、限度額の範
囲内で個人住民税から控除されます。）

◇対象資産：村から認定を受けた「先端設備等導入計
画」に基づき取得した先端設備等
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個人住民税　令和３年度課税分に係る主な変更点
　令和３年度（令和２年１月１日から令和２年12月31日の間に得た収入）の個人住民税から適用される改正点を
お知らせします。詳細な内容については、村のホームページをご覧いただくか、お問い合わせください。

⑴　給与所得控除・公的年金等控除から基礎控除への振替
　働き方の多様化などを踏まえて、「給与所得控除」及び「公的年金等控除」の控除額が一律10万円引き下げられ、
全ての方に適用される「基礎控除」の控除額が10万円引き上げられます。なお、給与所得と年金所得が両方ある
方については、そのどちらかに係る控除のみが減額されます。

⑵　未婚のひとり親に対する税制上の措置及び寡婦（寡夫）控除の見直し
　これまでは、同じひとり親であっても、婚姻歴の有無により適用が異なっていました。また、男性のひとり親
と女性のひとり親の違いでも控除額が異なっていました。このような格差を解消し、全てのひとり親家庭に対し
て公平な税制支援を行うため、措置が講じられます。

　所得税や法人税など国税に関するご相談は、まず電話でお問合せください。税務署へお越しいただき申告・
相談を希望する場合は、事前予約が必要です。

【問合せ先】信濃中野税務署　☎0269-22-3151（自動音声でご案内します）
「１」を選択：国税に関する一般的なご質問やご相談
「２」を選択：税務署にご用のある方や面接での相談予約
「３」を選択：消費税の軽減税率制度に関するご質問やご相談
「４」を選択：国税の納付が困難な方、猶予制度に関するご相談

未婚ひとり親
～500万円 500万円～ ～500万円 500万円～ ～500万円 500万円～ ～500万円 500万円～ ～500万円

子 30 26 30 26 子 30 ー 30 ー 30
子以外 26 26 26 26 子以外 26 ー 26 ー ー

26 ー ー ー 26 ー ー ー ー

未婚ひとり親
～500万円 500万円～ ～500万円 500万円～ ～500万円 500万円～ ～500万円 500万円～ ～500万円

子 26 ー 26 ー 子 30 ー 30 ー 30
子以外 ー ー ー ー 子以外 ー ー ー ー ー

ー ー ー ー ー ー ー ー ー

※合計所得金額500万円＝年収678万円（目安）

改正後

扶
養
親
族

有

寡
婦
控
除

寡
夫
控
除

無

無 無

無

改正前

配偶関係 死別 離別
本人所得

配偶関係 死別 離別

本人所得
扶
養
親
族

有

離別死別

配偶関係 死別 離別
本人所得

本
人
が
女
性

本
人
が
男
性

扶
養
親
族

有

配偶関係

本人所得

扶
養
親
族

有

ひとり親控除

寡婦（寡夫）控除

寡婦控除

 

・国税に関する質問は国税庁ホームページの「タックスアンサー」掲載されています。スマートフォン
からもご利用いただけます。 　左記のサイトは右のＱＲコ

ードからもご覧になれます。タックスアンサー 検　索

出典：財務省ホームページ
（https://www.mof.go.jp/tax_policy/
publication/brochure/zeisei2018/01.
htm）

お知らせ 税務署でのご相談は事前予約を！
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津南地域衛生施設組合財政事情公表

ごみ処理業務
◆ごみの量
◇総搬入量　4,320ｔ（内栄村 558ｔ）
　前年度比　4.6％の減
〇内訳
　燃えるごみ　　3,640ｔ
　資源ごみ　　　　130ｔ
　空ビン　　　　　113ｔ
　空缶　　　　　　49ｔ
　埋め立てごみ　　56ｔ
　古紙　　　　　　311ｔ
　ペットボトル・白色トレイ　21ｔ
　１人あたりの排出量　　　　388kg／年
　１世帯あたりの排出量　　　1,008kg／年

◆ごみ処理の経費
　ごみ１ｔあたりの処理経費　32,572円
　　※公債費・工事費を除く
　１人あたりの処理経費　　　12,647円／年
　１世帯あたりの処理経費　　32,846円／年

◆最終処分場埋立実績
　令和元年度埋立量　880㎥
　最終処分場残容量　21,079㎥

斎場業務
◆年間利用実績　270件（内栄村　29件）

◆斎場の経費
　火葬１件あたりの経費　72,867円
　※公債費・工事費を除く

し尿処理業務
◆し尿の量
◇総搬入量　5,794㎘（内栄村 1,350㎘）
　前年度対比　５％の減
〇内訳
　し尿搬入量　2,385㎘（内栄村 365㎘）
　浄化槽汚泥搬入量� 3,409㎘（内栄村 985㎘）

◆し尿処理の経費
　し尿、浄化槽汚泥１㎘あたりの処理経費

12,346円

　ごみ・し尿処理等についてのお問い合わせは、
津南地域衛生施設組合へお願いします。
☎０２５－７６５－３４９５

　津南町・十日町市（旧中里村・旧松之山町の区域）・栄村の３市町村で構成し、火葬・ごみ・し尿等
の共同処理を行っている『津南地域衛生施設組合』の令和元年度の一般会計決算について概要をお知ら
せします。

し尿処理費
25.72％
（66,000）

議会費　0.07％（182）

し尿処理場の
施設維持管理費等

議会運営費

組合全体の一般管理費、
監査委員費及び基金積立金等

斎場の施設維持管理費等

ごみ・し尿処理場等の
全体の総務的経費等

ごみ処理場の
施設維持管理費等

最終処分場の
施設維持
管理費等

ごみ処理・
し尿汲取・
許可申請手数料

財政調整基金
からの繰入金

令和元年度の
繰越金

土地貸付料
利子積立等

くず鉄、古紙等
リサイクル品の売却等

使用料
及び手数料
10.67％斎場・ごみ・

し尿処理場
使用料

関係市町村
の負担金

津南町
51.94％

（142,923）

繰越金
9.01％（24,782）

繰入金
3.08％
（8,488）

手数料　5.66％
（15,582）

使用料　5.01％
（13,772）

栄村
11.30％
（31,087）

十日町市
11.06％
（30,436）

諸収入
2.93％（8,074） 財産収入

0.01％（33）

総務費
8.79％

（22,555）
斎場費
8.16％

（20,940）

塵芥処理費
50.01％（128,293）

最終処分場費
5.60％

（14,365）

清掃総務費
1.65％（4,241）衛

　生
　費

　

（
233,839）　91.14％

組
　合
　費

　

（
204,446）　74.30％

歳　入
275,177千円

歳　出
256,576千円

◎歳入 275,177千円 － 歳出256,576千円
　＝18,601千円は次年度繰越

◎財政調整基金残高 69,392千円
　（前年度から4,017千円増）

使ったお金（歳出）
2億5,657万6千円

入ったお金（歳入）
2億7,517万7千円

（単位：千円）

令和元年度　歳入歳出決算
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元
気
ア
ッ
プ
教
室
の

開
催
に
つ
い
て

11
月
は
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
で
す

長
野
県
交
通
安
全
運
動

推
進
本
部
顕
彰
を
受
賞

山
田
久
美
子
さ
ん

　

健
康
な
体
づ
く
り
の
た
め
に
、
日
頃

か
ら
運
動
を
楽
し
む
方
を
増
や
す
こ
と

を
目
的
に
、
村
内
の
い
ろ
い
ろ
な
場
所

で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
す
。

対
　
　
象
：
概
ね
65
歳
以
上
の
方

　
　
　
　
　

先
着
10
名
程
度

日
　
　
時
：
11
月
14
日
㈯　

午
前
9
時

行
　
　
先
：
志
久
見
地
区
周
辺

集
合
場
所
：
役
場
駐
車
場
又
は
現
地

※
感
染
症
対
策
の
た
め
、
体
調
の
優
れ

な
い
場
合
の
参
加
を
控
え
て
い
た
だ

く
ほ
か
、
集
合
時
は
マ
ス
ク
着
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

事
業
詳
細
に
つ
い
て
は
10
月
の
回
覧

チ
ラ
シ
か
、
担
当
係
ま
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

民
生
課　

健
康
支
援
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
３
０
１

あ
な
た
の
気
づ
き
は
、
子
ど
も
の
希
望

　

近
年
児
童
虐
待
に
よ
る
痛
ま
し
い
事

件
が
数
多
く
起
き
て
い
ま
す
。「
虐
待

か
も
？
」
と
思
っ
た
ら
中
央
児
童
相
談

所
又
は
栄
村
役
場
保
健
師
、
家
庭
児
童

相
談
員
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル
　

1
8
9
＝
い
ち
は
や
く
】

24
時
間
対
応 

匿
名
相
談
Ｏ
Ｋ

情
報
厳
守　

通
話
料
無
料

証
拠
・
確
証
不
要　

親
身
に
対
応

北
信
地
域
合
同
就
職

面
接
会
の
お
知
ら
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
北
信
管
内
企

業
の
人
材
確
保
と
新
規
学
卒
者
の
就
職

促
進
を
目
的
と
し
て
「
令
和
3
年
3
月

新
規
大
学
等
卒
業
予
定
者
」
を
対
象
と

し
た
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
：
令
和
２
年
11
月
23
日（
月
・
祝
）

　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

場
所
：
長
野
市
ホ
テ
ル
信
濃
路 

２
階

【
問
合
せ
先
】

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
山

　

☎
０
２
６
９
─

６
２
─

８
６
０
９

長
野
県
最
低
賃
金
の

お
知
ら
せ

　

長
野
県
内
の
事
業
場
で
働
く
全
て
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
る「
長
野
県
最
低
賃

金
」
が
、
令
和
２
年
10
月
1
日
㈭
か
ら

時
間
額
8
4
9
円
に
改
正
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
対
象
と
な
る
賃
金
は
、
通
常

の
労
働
時
間
・
労
働
日
に
対
応
す
る
賃

金
で
、
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
、
精

皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
及
び
家
族
手
当

な
ど
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
業
務
改
善
助
成
金
な
ど
支
援

制
度
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　
「
最
低
賃
金
」
に
関
す
る
こ
と

　

長
野
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

☎
０
２
６
─

２
２
３
─

０
５
５
５

　
「
業
務
改
善
助
成
金
」に
関
す
る
こ
と

　

長
野
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

　

☎
０
２
６
─

２
２
３
─

０
５
６
０

【
お
知
ら
せ
】

　

山
田
久
美
子
さ
ん
（
森
）
が
長
野
県

交
通
安
全
運
動
推
進
本
部
交
通
安
全
功

労
（
個
人
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
田
さ
ん
は
、
飯
水
岳
北
交
通
安
全

協
会
栄
支
部
女
性
部
長
を
4
期
8
年
務

め
ら
れ
、
そ
の
間
栄
支
部
村
内
の
高
齢

者
を
対
象
と
し
た
「
演
劇
を
交
え
た
交

通
安
全
教
室
」
や
「
支
部
独
自
の
マ
ス

コ
ッ
ト
作
り
」
を
発
案
し
、
街
頭
に
お

け
る
マ
ス
コ
ッ
ト
を
配
布
し
た
啓
発
活

動
、
交
通
安
全
教
室
な
ど
多
く
の
交
通

安
全
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
飯
水
岳
北
交
通
安
全
協
会

理
事
及
び
栄
支
部
監
事
の
要
職
に
あ
り

ま
す
。
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九
月
に
な
っ
て
私
た
ち
の
調
査
の
途
中

で
、
こ
れ
ま
た
見
慣
れ
な
い
チ
ョ
ウ
を
見

つ
け
ま
し
た
。
調
べ
て
み
る
と
、
ツ
マ
グ

ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
と
い
う
チ
ョ
ウ
で
す
。
こ

の
チ
ョ
ウ
も
、
こ
れ
ま
で
栄
村
で
の
記
録

が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
後
も
何
度
か
こ
の

チ
ョ
ウ
を
見
か
け
ま
し
た
。
調
べ
て
み
る

と
、
ど
う
や
ら
現
在
急
速
に
分
布
を
北
方

に
広
げ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
二
つ
の
チ
ョ
ウ
の
例
は
、
何
を
意

味
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。知
ら
ず
知
ら
ず

の
間
に
、
私
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
も

温
暖
化
が
進
行
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

試
し
に
、
お
隣
の
津
南
町
米
原
に
あ
る

気
象
庁
の
観
測
点
の
デ
ー
タ
を
比
べ
て
み

ま
し
た
。
左
の
表
は
、
一
九
八
○
年
代
と

二
○
一
○
年
代
の
そ
れ
ぞ
れ
十
年
間
の
夏

の
気
温
の
平
均
値
で
す
。
近
年
、
明
ら
か

に
気
温
が
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

　

栄
村
で
は
、
過
去
の
記
録
な
ど
を
も
と

に
調
べ
る
と
、
こ
れ
ま
で
一
○
五
種
の
チ

ョ
ウ
類
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
長

野
県
で
記
録
さ
れ
て
い
る
チ
ョ
ウ
類
は
、

お
よ
そ
一
五
○
種
で
す
。
で
す
か
ら
栄
村

は
、
長
野
県
で
見
ら
れ
る
チ
ョ
ウ
類
の
三

分
の
二
以
上
が
見
ら
れ
る
場
所
で
す
。
標

高
約
二
三
○
メ
ー
ト
ル
の
千
曲
川
河
原
の

低
地
か
ら
二
千
メ
ー
ト
ル
以
上
の
苗
場
山
、

鳥
甲
山
、佐
武
流
山
と
い
っ
た
峰
々
ま
で
、

多
様
な
自
然
環
境
が
多
く
の
チ
ョ
ウ
類
の

生
息
を
可
能
に
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
栄
村
の
自
然

環
境
に
大
き
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
よ

う
な
の
で
す
。
八
月
の
あ
る
日
、
栄
村
で

は
見
慣
れ
な
い
チ
ョ
ウ
の
情
報
が
入
っ
て

き
ま
し
た
。
地
元
の
方
が
、
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
に
投
稿
し
た
一
頭
の
チ
ョ
ウ
の
画
像

希
少
動
植
物
調
査
員

か
ら
の
報
告
③

で
す
。「
初
め
て
見
た
！
何
だ
！
」
と
題

す
る
そ
の
画
像
を
見
て
、
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
図
鑑
で
確
認
す
る
と
、
紛
れ
も
な

く
モ
ン
キ
ア
ゲ
ハ
で
す
。
と
こ
ろ
が
最
新

の
図
鑑
で
も
、
栄
村
（
北
信
）
は
そ
の
チ

ョ
ウ
の
分
布
域
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
も

ち
ろ
ん
栄
村
初
記
録
で
す
。

　

そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
、
も
う
一
件
、

栄
村
で
モ
ン
キ
ア
ゲ
ハ
を
見
た
と
い
う
情

報
が
あ
り
ま
し
た
。二
つ
の
目
撃
情
報
は
、

栄
村
で
も
高
地
と
低
地
の
全
く
離
れ
た
場

所
か
ら
の
情
報
で
す
。
ど
ち
ら
も
自
宅
や

近
所
の
庭
先
な
ど
、
身
近
な
場
所
に
や
っ

て
き
た
と
こ
ろ
を
見
つ
け
た
の
で
す
。

　

チ
ョ
ウ
に
詳
し
い
方
に
伺
う
と
、
ど
う

や
ら
長
野
県
で
も
南
部
に
し
か
い
な
か
っ

た
モ
ン
キ
ア
ゲ
ハ
の
分
布
が
北
へ
と
拡
大

し
て
い
る
そ
う
な
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
気
温
の
上
昇
は
、
動
植
物
だ

け
で
な
く
、
高
温
障
害
に
よ
る
米
の
品
質

低
下
な
ど
、
農
業
を
は
じ
め
様
々
な
経
済

活
動
の
中
で
、
す
で
に
私
た
ち
の
暮
ら
し

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
始
め
て
い
ま
す
。

　

生
き
物
た
ち
も
、
い
ち
早
く
身
の
回
り

の
環
境
の
変
化
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
地
元
の
方
の
見
慣
れ

な
い
チ
ョ
ウ
の
発
見
が
、
身
近
な
温
暖
化

を
知
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
こ
と
は
、
と

て
も
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
自
然
が
豊
か

な
地
域
だ
か
ら
こ
そ
、
さ
ら
に
身
の
回
り

の
自
然
の
変
化
に
関
心
を
も
っ
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

�

（
希
少
動
植
物
調
査
員
・
涌
井
泰
二
）

参
考
文
献
等

・『
フ
ィ
ー
ル
ド
ガ
イ
ド
日
本
の
チ
ョ
ウ

増
補
改
訂
版
』
誠
文
堂
新
光
社　

二
○

一
九

・
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
過
去
の
デ
ー
タ

検
索 

他

栄村初記録となったモンキアゲハ。翅の白
い斑紋が特徴。(写真提供：相澤博文氏)

ツマグロヒョウモン。このチョウも近年分
布が北方に拡大している。栄村初記録。

「
紹
介
し
ま
す
！

栄
村
の
希
少
な
動
植
物
」

　

現
在
開
催
中
の
栄
村
総
合
文
化
祭
で
、

栄
村
希
少
動
植
物
調
査
員
が
出
会
っ
た
動

植
物
を
写
真
で
展
示
中
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

会
場
：
栄
村
役
場

期
日
：
十
一
月
十
五
日
㈰
ま
で

（単位：℃　観測地：津南町米原　標高452ｍ）

近年の
気温の変化

最高気温の
平　均

最低気温の
平　均

７月 ８月 ７月 ８月

1981〜1990年 30.6 32.2 14.3 16.1

2011〜2020年 32.4 33.3 16.4 16.2

気温差 1.8 1.1 2.1 0.1

身
の
回
り
で
進
む
温
暖
化
？
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�

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
通
信

　

暑
か
っ
た
夏
が
過
ぎ
、
気
が
付
け
ば
紅

葉
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
皆

様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
で
ジ
オ
ラ
フ
テ
ィ

ン
グ
や
地
質
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
◆
ジ
オ
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
◆

　

千
曲
川
・
信
濃
川
流
域
の
地
層
の
概
況

を
調
べ
る
た
め
に
行
わ
れ
、
今
回
の
コ
ー

ス
は
百
合
居
橋
か
ら
旧
上
郷
小
付
近
ま
で

ゴ
ム
ボ
ー
ト
で
川
下
り
を
し
ま
し
た
。
初

の
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
で
ス
リ
リ
ン
グ
な
体
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
千
曲
川
の

水
位
が
低
く
途
中
で
幾
度
と
な
く
岩
に
引

っ
か
か
っ
て
止
ま
っ
て
し
ま
う
ハ
プ
ニ
ン

グ
が
あ
り
ま
し
た
が
無
事
目
的
地
ま
で
た

ど
り
着
け
ま
し
た
。
所
要
時
間
は
お
よ
そ

２
時
間
30
分
。
ボ
ー
ト
で
し
か
た
ど
り
着

け
な
い
場
所
の
岩
肌
を
観
察
し
て
「
こ
れ

は
何
万
年
前
の
地
層
か
な
？
」「
こ
の
岩

石
が
な
か
っ
た
ら
、
お
ら
の
集
落
は
な
か

っ
た
か
な
ぁ
」「
あ
っ
こ
に
は
昔
船
場
が

あ
っ
た
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
あ
ん
か
」
な
ど
参
加

者
間
で
思
い
を
巡
ら
せ
ま
し
た
。
ゆ
く
ゆ

く
は
一
般
の
方
向
け
に
事
業
化
で
き
れ
ば

教
育
や
観
光
の
資
源
に
つ
な
が
る
と
感
じ

ま
し
た
。

　
◆
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
◆

　

９
月
末
頃
に
鳥
甲
牧
場
周
辺
で
ボ
ー
リ

ン
グ
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
ボ
ー
リ
ン
グ

と
は
、
地
面
に
穴
を
掘
っ
て
そ
の
地
層
の

堆
積
物
を
分
析
す
る
調
査
の
事
で
す
。
鳥

甲
牧
場
周
辺
に
は
、
湖
成
層
と
呼
ば
れ
る

地
層
が
あ
り
、
太
古
の
昔
に
湖
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
湖
の
範
囲
や
そ
れ
に
関
わ
る
火
山
は

何
で
あ
る
か
を
調
査
し
て
い
ま
す
。
今
回

の
調
査
で
は
８
ｍ
程
の
深
度
ま
で
の
地
層

を
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
写
真

の
直
径
６
㎝
程
の
コ
ア
（
検
体
）
は
ま
る

で
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
よ
う
な
感
じ
で
し
た
。

こ
ち
ら
の
検
体
の
分
析
は
新
潟
大
学
の
研

究
室
で
行
わ
れ
、
今
年
度
末
ま
で
に
結
果

を
い
た
だ
け
る
見
込
み
で
す
。

�

（
文
責　

南
雲
）

◆お宝巡り開催のお知らせ◆

♨温泉ゆったりツアー♨
★期日：11月８日㈰

　今年最後のお宝巡りのご案内です。切明温泉から
中津川沿いの温泉施設を数カ所巡ります。
　ゴールは越後田中温泉しなの荘に於いてゆったり
と温泉を満喫していただきます。

苗場山麓ジオパーク推進室�☎025-765-1600まで
お申込み・お問い合わせ

栄村役場対岸の岸壁

まるでソーセージのようなコア（検体）

ボート漕ぎ方講習

ボーリング調査の様子

〆切 11/6㈮
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秋

通

山

隊
力

信

協

Vol.60

　
「
隣
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
ひ
と
り
笑
顔

に
さ
せ
た
ら
、
地
域
お
こ
し
は
そ
れ
で
成

功
」
と
い
う
言
葉
を
研
修
で
何
度
か
耳
に

し
ま
し
た
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
役
割

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
地
域
の
人
が
当
た
り

前
だ
と
思
う
こ
と
で
も
、
よ
そ
者
の
反
応

か
ら
改
め
て
良
い
と
こ
ろ
を
認
識
し
て
も

ら
い
、
こ
の
地
域
に
誇
り
を
持
っ
て
も
ら

う
と
い
う
目
的
が
あ
る
そ
う
で
す
。
私
に

そ
の
役
割
は
果
た
せ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

む
し
ろ
、「
隣
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
笑
顔

に
さ
せ
て
も
ら
っ
た
」
方
が
多
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

自
分
で
企
画
を
立
て
て
進
め
て
い
く
業

務
で
は
、
思
い
通
り
に
い
か
ず
、
行
き
詰

ま
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。
困
難
に

ぶ
つ
か
り
、
気
力
が
無
く
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
に
、
地
域
の
人

に
思
わ
ず
、「
う
ま
く
い
か
な
い
」
と
弱

音
を
吐
く
こ
と
が
あ
り
、「
何
か
特
別
な

こ
と
が
で
き
な
く
て
も
い
い
か
ら
、
こ
う

し
て
話
を
聞
い
て
も
ら
え
る
だ
け
で
い
い

の
」
と
、
心
温
か
く
励
ま
さ
れ
て
、
涙
が

出
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。

　

初
め
か
ら
、
み
な
さ
ん
に
は
、
私
の
よ

う
な
ヨ
ソ
者
に
対
し
て
、
不
思
議
な
く
ら

い
、
温
か
い
対
応
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ポ
ン
菓
子
の
企
画
を
す
れ
ば
、
豆
を

入
れ
た
ら
ど
う
か
と
か
、
売
り
方
は
ど
う

か
と
か
、
一
緒
に
な
っ
て
真
剣
に
考
え
た

り
、
意
見
を
言
っ
て
く
れ
る
人
。
他
の
商

品
を
見
せ
て
み
る
と
、「
す
ご
い
ね
ぇ
」「
い

い
ね
ぇ
」
と
ほ
め
て
く
れ
る
人
。
そ
の
よ

う
な
環
境
だ
っ
た
お
か
げ
で
、
自
由
に
発

想
し
、
色
々
な
こ
と
を
試
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
の
人
た
ち
は
色
々
な
こ
と

を
知
っ
て
い
て
、
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

街
で
は
見
た
こ
と
も
な
い
山
菜
や
キ
ノ
コ
、

タ
ケ
ノ
コ
の
こ
と
。
昔
の
マ
タ
ギ
の
話
。

野
菜
も
お
米
も
、
梅
干
し
も
、
漬
物
も
切

干
大
根
も
全
部
自
分
で
作
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
。雪
に
ど
う
や
っ
て
対
応
す
る
か
。

無
理
を
し
な
い
で
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
仕

事
を
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
80
歳
を
超
え

て
も
道
普
請
に
参
加
し
て
い
る
の
に
は
驚

い
た
し
、
む
し
ろ
、
足
腰
が
私
よ
り
も
強

い
の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
ほ
ど
、
み
な

さ
ん
は
山
の
歩
き
方
に
慣
れ
て
い
ま
し
た
。

３
年
経
っ
て
も
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
み
な
さ
ん
と
過
ご

し
て
聞
い
た
お
話
や
、
一
緒
に
行
っ
た
作

業
は
と
て
も
貴
重
な
も
の
で
し
た
。
何
か

特
別
な
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
３
年
間
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
し
て
活
動
す
る
機
会
を
い
た
だ

き
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

川
音
枝
里
子
）

❖❖
村
誌
編
纂
室
か
ら
�
❖❖

　

白
鳥
・
平
滝
・
森
・
志
久
見
、
こ
れ

ら
の
区
で
保
管
し
て
い
る
文
書
の
一
部

を
お
借
り
し
て
、
文
書
目
録
を
作
成
し

ま
し
た
。

　

区
で
保
管
し
て
い
る
文
書
は
昭
和
時

代
の
も
の
が
最
も
多
い
の
で
す
が
、
中

に
は
江
戸
時
代
に
作
成
さ
れ
た
古
文
書

も
あ
り
ま
す
。
年
貢
免
状
や
土
地
台
帳

は
ど
の
区
に
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
山

の
境
界
や
水
利
権
に
関
す
る
文
書
は
、

特
に
重
要
な
も
の
と
し
て
大
切
に
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
近
隣
の
区
（
村
）
と
の

係
争
に
決
着
が
つ
く
と
、
た
が
い
に
文

書
を
取
り
交
わ
し
て
後
世
に
伝
え
よ
う

と
し
た
か
ら
で
す
。

　

こ
う
し
た
文
書
は
、
栄
村
の
大
事
な

歴
史
的
遺
産
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
長
瀬
の
（
故
）
齋
藤
励

二
氏
ご
遺
族
か
ら
同
家
に
伝
わ
る
多
量

の
古
文
書
が
村
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

齋
藤
家
は
江
戸
時
代
を
と
お
し
て
鷹

が
営
巣
す
る
山
々
を
守
り
、
鷹
の
ひ
な

を
江
戸
ま
で
運
ぶ
「
巣
守
」
と
呼
ば
れ

る
職
能
仲
間
の
頭か

し
ら

で
し
た
。

　

そ
の
た
め
巣
鷹
関
係
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
当
時
の
箕
作
村
や
志
久
見
村
の

様
子
が
わ
か
る
記
録
も
多
く
あ
り
ま

す
。

　

最
も
古
い
も
の
で
は
、
今
か
ら

４
０
０
年
前
の
文
書
が
あ
り
ま
す
。

　

編
纂
室
で
は
古
文
書
を
読
め
る
人
を

増
員
し
て
、
こ
れ
ら
古
文
書
の
読
み
解

き
と
目
録
作
成
を
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
て

い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

栄
村
誌
編
纂
室

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
８ 

区
有
文
書
の
目
録
作
成

古
文
書
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

古文書目録作成中（編纂室）
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９月火災・救助・救急出動件数

最高気温 36.3℃ ９月8日㈫

最低気温 11.9℃ ９月29日㈫

平均気温 22.2℃ 総 雨 量 171.5㎜

栄村の気象（９月）

世帯数 801世帯 前月比－3
人　口 1,757人 －5
男 847人 0
女 910人 －5

出生 0
死亡 2
転入 2
転出 5

世帯と人口（10月１日現在） ９月中の異動

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関
飯 山 市 2 0 91 飯山日赤� 3

津南病院� 5
そ の 他� 6
不 搬 送� 0
合　　計� 14
十日町地域消防署と
の応援協定による出
動を含みます。

木 島 平 村 1 0 14

野沢温泉村 1 1 21

栄 村 0 0 14

管 轄 外 等 0 0 3

良い町は　みんなで協力　火の始末

11月の納税等
〇固定資産税　　　〇国民健康保険税
〇介護保険料　　　〇後期高齢者医療保険料
〇村営住宅料　　　〇ケーブルテレビ使用料
〇教員住宅使用料　〇合併浄化槽使用料
〇保育料　　　〇農業集落排水処理使用料
〇温泉休憩所使用料　〇学童保育料

◆◆ 編集後記 ◆◆
　集落を囲う山々はすっかり模様替えをして冬
支度を始めています。10月半ばに秋山郷に行き
ましたが、燃えるような紅葉が目を引きました。
本紙が発行される頃には、役場周辺の木々も綺
麗に色づいているのではないでしょうか。
　さて、本格的に冷え込んできましたが、皆さ
んはインフルエンザの予防接種はお済でしょう
か。本紙にも掲載していますが、今年度限定で
予防接種費用補助が全村民対象となっていま
す。健康管理は計画的にお願いいたします。

生活カレンダー11月
１
日
㈰　

栄
村
表
彰
式

５
日
㈭　

戦
没
者
追
悼
式

７
日
㈯　

秋
の
火
災
予
防
パ
レ
ー
ド

　
　
　
　

午
前
９
時
か
ら

９
日
㈪　

箕
作
飯
山
線
竣
工
式

【
明
石
大
橋
付
近　

午
前
10
時
】

10
日
㈫　

保
育
園
開
放
日　

午
前
９
時
か
ら

24
日
㈫　

保
育
園
開
放
日　

午
前
９
時
か
ら

５
日
㈭　

心
と
か
ら
だ
の
健
康
相
談
会

【
役
場　

午
後
２
時
】

９
日
㈪　

幼
児
健
診【
集
団
検
診
室　

午
後
１
時
】

11
日
㈬　

子
育
て
相
談
日

【
子
育
て
支
援
ル
ー
ム　

午
前
９
時
か
ら
12
時
】

14
日
㈯　

元
気
ア
ッ
プ
教
室

【
志
久
見
周
辺　

午
前
９
時
】

18
日
㈬　

あ
そ
び
の
教
室【
保
育
園　

午
前
10
時
】

24
日
㈫　

離
乳
食
教
室【

集
団
検
診
室　

午
前
10
時
】

28
日
㈯　

認
知
症
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

【
か
た
く
り
ホ
ー
ル　

午
前
10
時
】

行
事
予
定

健
康
ガ
イ
ド

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

納期限は　11月30日㈪　です
口座振替日
　農協・郵便局　　　11月24日㈫
　八十二銀行・県信　11月25日㈬

佑
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　島田伯昭 議員
　令和元年度の一般会計歳入歳出決算について賛成討論いたします。歳入合計34億2,955万1,863円、歳出
合計30億8,291万8,098円、差し引き残額３億4,663万3,765円、内基金繰入額１億5,228万1,000円、内翌年度
繰越額１億5,228万765円であり、概ね決算については良好だと認識をしております。
　今回賛成討論の中で、主に歳出について討論させていただきます。

　内容については、農業、商工業、福祉、教育などに幅広く事業に取り組まれておりました。多くの事業の中で農業にお
ける活性事業、中山間地域直接支払交付金3,794万1,368円、20団地200万5872㎡を対象にしたものでした。
　商工業では「トマトの国」「北野天満温泉」「雄川閣」を民間に指定管理を行い、875万円を管理委託料として支出し、
民間活力を導入したこと。
　福祉においては、デイサービスの開所日数を増やし、村民の利用延べ数7,289人であり、高齢者への福祉サービスの向
上に役立っておりました。
　教育については、小学校の教育環境の整備として、エアコン、トイレ改修等で7,682万8,000円の改修工事をされました。
　集落支援交付金の交付1,037万9,700円、自立支援給付事業3,794万1,473円、人工透析通院費用補助金333万8,114円など、
その他多くの事業について、村民安心第一のために、村は職員と共に村民のために一丸となり、令和元年度の事業に取り
組んだことを認め、賛成討論といたします。

　鈴木敏彦 議員
　令和元年度一般会計歳入歳出決算について発言します。行政の執行する施策は、文字通りお金が付いて
回ります。言うまでもありませんが、組み立てから執行に至るまで、村民の目線、視点が必要であると同
時に、村民への実効性が強く求められます。つまり、村民にとって有益なものか否かと言うことです。決
して、感情、忖度、力関係、利害関係を生じさせてはなりません。

　活発な決算議論をしましたが、幾つか気掛かりな感も散見されたことは率直に心残りに思っています。村の事業は言う

９月14日最終日、令和元年度一般会計決算に
ついて２名の議員から賛成討論がありました。

栄村
議会報

発　行　栄 村 議 会
責任者　福 原 和 人
編　集　議会報編集委員会

第196号

内容：○令和元年度一般会計・特別会計歳入歳出決算額　○賛成討論　○主な可決案件　○令和２年度予算
推移　○意見書１件を提出　○陳情審査結果　○令和３年度予算樹立に関する提言書　○森林・林
業・林産業活性化促進議員連盟：長野県連絡会議報告　○一般質問８名　○議会全員協議会報告

　令和元年度の一般会計決算・特別会計決算については、議員全
員起立（賛成）により認定されました。
※詳細については、広報さかえ10月号（第443号）６ページから
９ページを参照して下さい。

区　分 一般会計 特別会計（10会計）
歳入額 34億2,955万円 11億3,440万円
歳出額 30億8,292万円 11億1,358万円

令和元年度

令和元年度�一般会計決算賛成討論

一般会計・特別会計�歳入歳出決算額
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までもなく村民の暮らしと福祉を守り、安心して住み続けられる環境を、村づくりをする事です。予算の執行に当たって
は、村民の利益を念頭に、客観的で公正なものでなくてはなりません。
　公共の事業を計画、実施するに当たって、国や県、業界などからの事業試算（算出方法）の基準マニュアルはあります。
それは基準です。その中には工事以外の内容も含まれています。公共工事の単価が高いのは様々な要素が含まれているか
らです。これから予想される厳しい財政運営の下にあって、一つ一つの事業の実施に当たって精査が必要であり、研究・
検討を絶えずすることが大切です。村民の養ってきた知恵を発揮してもらい、議員、職員が学び、大いに議論を重ね、よ
り良い政策にまとめ、村民に提案することが求められているし、重要だと思っています。
　以上、一言発言し、令和元年の一般会計歳入歳出決算の賛成討論とします。

案　件　名 内　　容

◆専決処分について【令和２年度　栄村
一般会計補正予算（第３号）】

・７月の豪雨災害により被災した農地と農業用施設等の応急復旧に必要な工事請
負費及び災害復旧に係る調査測量設計委託料

・補正額：4,716千円

◆令和２年度　栄村一般会計補正予算
（第４号）

・新型コロナウイルス感染症対策として、国の臨時交付金を活用した事業の新規
計上：678千円

・国外転出者がマイナンバーカードや公的個人認証（電子証明書）を利用できる
よう、戸籍の附票を基盤とした新システムを構築するため、既存の住基システ
ム及び戸籍システムの改修他：8,576千円

・中山間地域等直接支払交付金の増額：4,480千円
・県営中山間総合整備事業負担金の増額：7,500千円など
・補正額：56,319千円

◆令和２年度　栄村国民健康保険特別会
計（施設勘定）補正予算（第１号）

・人事異動による人件費の追加、新型コロナウイルス対策、医療システム導入委
託料など

・補正額：13,282千円
◆令和２年度　栄村秋山診療所特別会計

補正予算（第１号）
・新型コロナウイルス対策医薬品など
・補正額：124千円

◆令和２年度　栄村介護保険特別会計補
正予算（第１号）

・前年度国庫負担金確定による返還金の追加、人事異動による人件費の減額など
・補正額：▲16千円

◆令和２年度　栄村簡易水道特別会計補
正予算（第２号）

・人件費及び白鳥集落内の消火栓付近の漏水による修繕
・補正額：1,095千円

◆令和２年度　栄村スキー場特別会計補
正予算（第１号）

・職員人件費及び新型コロナウイルス感染防止対策
・補正額：2,703千円

◆栄村克雪対策基金の設置、管理及び処
分に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

・栄村克雪対策基金を活用しての資金貸付の件数が減ってきており、基金に余剰
金が増えてきていることから、貸付以外の克雪対策事業の財源として有効に活
用するため、基金の処分に関する条項を加える改正を行うもの

◆栄村手数料徴収条例の一部を改正する
条例の制定について

・住民基本台帳カードの廃止並びに個人番号通知カードの廃止に伴いそれぞれの
交付手数料を削除するもの

―10月臨時会―
◆	令和２年度　栄村一般会計補正予算
（第５号）

・国の臨時交付金を活用した新型コロナウイルス感染症対策事業として、インフ
ルエンザ予防接種の助成金、水稲農業経営者支援給付金、畜産農業経営者支援
給付金

・補正額：23,132千円
◆令和元年度　元災公共土木施設災害復

旧事業　天代工事変更請負契約の締結
について

・掘削法面からの湧き水により崩落を助長し、結果的に掘削土量が増えたことに
伴い、埋め戻しの土砂、路体盛土、土砂運搬、整地等が増加したため

・変更前：60,170千円　・変更後：61,303千円　・増加額：1,133千円

令和２年９月定例会・10月臨時会　主な可決案件

◆令和２年度　栄村予算推移◆ 単位：千円

区　　分 当初予算 ６月補正 ７月補正 ９月補正 10月補正 最終予算額 増減額 増減率％ 構成比
一 般 会 計 2,958,000 252,852 4,716 56,319 23,132 3,295,019 337,019 111.39

特　別　会　計
国民健康保険（事業勘定） 238,148 238,148 0 100.00 21.4%
国民健康保険（施設勘定） 123,742 13,282 137,024 13,282 110.73 12.3%
秋 山 診 療 所 3,930 124 4,054 124 103.16 0.4%
後 期 高 齢 者 医 療 31,578 31,578 0 100.00 2.8%
介 護 保 険 418,530 ▲ 16 418,514 ▲ 16 100.00 37.5%
簡 易 水 道 69,740 1,500 1,095 72,335 2,595 103.72 6.5%
生 活 排 水 処 理 60,377 60,377 0 100.00 5.4%
農 業 集 落 排 水 14,832 14,832 0 100.00 1.3%
ス キ ー 場 114,322 2,703 117,025 2,703 102.36 10.5%
ケ ー ブ ル テ レ ビ 20,750 20,750 0 100.00 1.9%

特別会計合計 1,095,949 1,114,637 18,688 101.71

※▲は減額
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陳情件名 陳 情 趣 旨 ・ 項 目 陳 情 者 審査結果

「気候非常事
態宣言」を求
める陳情

　新型コロナウイルスの感染は、社会のグローバル化が進む中で
世界中に拡大し、戦後最大と言われる危機に日本と世界を陥れて
います。人類は、この半世紀ほどで新型インフルエンザなど感染
症に次々と直面し、その数は数十に上ると言われています。この
背景には、森林伐採など人間の無秩序な生態系への進出によって
自然環境が破壊され、野生動物の生息域が縮小され、人と野生動
物の接触によることが原因と科学者などが指摘しています。
　無秩序な自然環境の破壊は、気候変動・地球温暖化を招き、近
年の異常気象は、世界的規模で災害を繰り返し、このまま推移す
れば2030年に気温が「3.2℃上昇する」と予測されています。国
連のグレテス事務総長は「気候変動・地球温暖化による災害は、
世界的規模で広がり、人間の健康と安全にとって劇的な脅威とな
った」と警告を発しました。産業革命前から気温上昇を1.5℃に
留めるには、各国にパリ協定で合意した二酸化炭素の排出量削減
を５倍に増やす事を求められていますが、取り組みが進んでいま
せん。取り組みの遅れの最大の要因は気候変動対策にあります。
　このような状況を受け、2019年12月４日に白馬村が「2050年に
おける再生可能エネルギー自給率100%をめざす」等、同年12月
６日には長野県が「2050年には、二酸化炭素排出量ゼロにする」
等を柱とする「気候非常事態宣言」を出しました。その後多くの
市町村長は、県の宣言に賛同を表明しています。
　本村も2030年・50年に向け、地球温暖化対策での義務と責任、
指導力を示し、より具体的な目標を示すことが求められています。
・本村において「気候非常事態を宣言すること」を求めます。
・長野県気候危機突破方針に連動し、本村において必要な研究、
検討、学習会の開催を求めます。

・「宣言」に基づく本村での政策を求めます。

なくそう原発　
飯水岳北の会　
代表　小林則夫
栄村代表

杉浦恵子

採択

意見書名 概 　 　 略 送 付 先

新型コロナウイ
ルス感染症の影
響に伴う地方財
政の急激な悪化
に対し地方税財
源の確保を求め
る意見書

　新型コロナウイルス感染症の拡大は、甚大な経済的・社会的影響をもた
らしており、国民生活への不安が続いている中で、地方税・地方交付税等
の一般財源の激減が避けがたくなっている。地方自治体は、福祉・医療、
教育・子育て、防災・減災、地方創生、地域経済活性化、雇用対策など喫
緊の財政需要への対応をはじめ、長期化する感染症対策にも迫られ、今後
の地方財政は、かつてない厳しい状況になることが予想される。
　よって、国においては、令和３年度地方財政対策及び地方税制改正に向
け、下記事項を確実に実現されるよう、強く要望する。
１．地方の安定的な財政運営に必要な地方税、地方交付税等の一般財源総

額を確保・充実すること。その際、臨時財政対策債が累積することの
ないよう、発行額の縮減に努めるとともに、償還財源を確保すること。

２．地方交付税については、引き続き財源保障機能と財源調整機能が適切
に発揮できるよう、総額を確保すること。

３．令和２年度の地方税収が大幅に減少することが予測されることから、
万全の減収補填措置を講じるとともに、減収補填債の対象となる税目
についても、地方消費税を含め弾力的に対応すること。

４．税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地方税体系の構築に努めると
ともに、国税・地方税の政策税制については、積極的な整理合理化を
図り、新設・拡充・継続に当たっては、有効性・緊急性等を厳格に判
断すること。

５．特に、固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根
幹を揺るがす見直しは、家屋・償却資産を含め、断じて行わないこと。
また、新型コロナウイルス感染症緊急経済対策として講じられた特例
措置は、本来国庫補助金等により対応すべきものであり、今回限りの
措置として、期限の到来をもって確実に終了すること。

衆議院議長
参議院議長
内閣総理大臣
内閣官房長官
財務大臣
厚生労働大臣
総務大臣
経済産業大臣
経済再生担当大臣
まち・ひと・しご
と創生担当大臣

陳情　審査結果

栄村議会として意見書１件を提出
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　栄村議会議員　島 田 伯 昭
　令和２年８月24日、佐久市市民創錬センターにおいて「第25回（令和２年度）総会及び研修会」に出席しましたので報
告いたします。
　総会は、会長　長野県県会議員　服部宏明氏が挨拶をされ議題に入りました。
　総会議題　１．令和元年度活動経過報告　　２．令和元年度決算報告
　　　　　　３．令和２年度活動計画（案）　　４．令和２年度予算（案）
　上記議題、全て可決いたしました。
　総会終了後、長野県林務部　県産材利用推進室長　柴田昌志氏より「県産材の利用拡大に向けて」を題目とした講演に
出席いたしました。
　初めに森林について講演され「森林とは、樹木が優先する植生の総称であり、生態学では植物と動物及びそれらを取り
巻く環境からなる生態系のうち樹木が目立つもの」また「林業とは、森林に働きかけて木材を生産する産業的営み」であ
り、木材産業についての話となり、「素材生産と素材需要の動向」について説明されました。
　素材生産量に係る長野県の位置付けは、森林面積については、北海道、岩手県に次いで全国第３位でありますが、素材
生産量は15位と低位であり、宮崎県と比較すると森林面積は２倍、素材生産量は４分の１とのことでした。
　最後に、木材を使う意義として、木の防虫、病気・けが、ストレス、深睡眠等、木材のもつ効用と重要性について話さ
れました。
　以上、報告といたします。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

１．村民が希望の持てる村政施策を進めるため、自主財源、交付税の安定的確保に努め、財政調整基金を含む
すべての基金の使途に関しては、必要性が妥当で適切か判断し進めること。

２．歳出科目についてはより計画的、効率的、公平に対応し、少ない経費でより多くの効果を得られるよう方
策を講じること。

３．予算の樹立に向けては、前年度の決算の成果を基に計画を立て、主要施策の効果を明記すること。
４．村からの情報発信は積極的に公開発信し、観光、地場産業等地域の付加価値を高めるよう努めること。
５．防災にあっては、日々新しい情報を発信し、常に住民に寄り添った対応を提供し、地域の安心、安全に努

めること。
６．地域の活性化を図るため、人口減少問題を重要施策と位置付け積極的に取り組むこと。
７．義務教育の更なる充実を図り、秋山小学校においては休校扱いを継続とし、子どもたちの教育環境の強化

と、心、学、体の発達を促し、地域の宝の育成に努めること。
８．新型コロナウイルス感染拡大予防対策を通じ、村民の健康不安や感染者の誹謗中傷などに万全の対策を講

じ、安全安心、経済対策を行うこと。

産
業
社
会
常
任
委
員
会

１．新型コロナウイルス感染症の収束はいまだ見通せない状況である。令和３年度においても新型コロナウイ
ルス感染症対策は引き続き村政の最重要課題となる。国・県への働きかけを一層強め、対策財源の確保に
努めるとともに、村内における感染拡大防止に必要な措置を万全に講じること、また、コロナ感染症の影
響を受ける事業者等への支援に十分な措置を講じられたい。

２．国民健康保険、介護保険に関わる村民負担が増大することのないよう、村独自の研究をさらに深め、負担
軽減に努められたい。また、村民への社会福祉サービスの提供を十全なものとするよう、一層の工夫を重
ねるとともに、社会福祉関係財政の持続可能性を十二分に検討されたい。

３．中山間地直接支払制度第５期がスタートする中、集落営農体制の強化に必要な支援措置を講じられたい。
また、農業支援目的のふるさと納税額の再増加に必要な措置を講じることを含め、集落営農組織と農家が
米作を継続できる米価の確保に必要な諸施策を講じられたい。

４．栄村の観光の基盤として必要な道路、施設を維持できるよう、計画的な施策の展開を図られたい。また、
豪雪地栄村にふさわしく雪を活用する観光の展開のために、野々海の春の道開け等の施策を講じられたい。

５．自然保護施策の強化は急務である。希少動植物調査の継続とともに、村の自然保護施策の検討のため、自
然保護審議会の開催頻度を高め、かつ、その場に必要な専門家を招聘し、充実した議論が行えるよう、予
算措置を講じられたい。

◆令和３年度 栄村の予算の樹立に関する提言書を村当局へ提出◆

〈開催場所〉

佐久市市民創錬
センター

森林・林業・林産業活性化促進議員連盟：
長野県連絡会議
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店
街
周
辺
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活
性
化
に
つ
い
て
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う
。

商
工
観
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課
長
観
光
協
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で
は
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駅

前
と
道
の
駅
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ン
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ル
サ
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事
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て
い
る
。

ま
た
、
森
駅
交
流
館
で
は
、
毎
週
水
曜
日
の
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金
曜
日
の
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て
い
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質
問
交
通
の
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利
便
性
の
向
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、

利
用
を
促
す
広
報
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が
必
要
で

あ
り
、
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路
の
案
内
板
や
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路
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な
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観
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も
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に
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す
る
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産
業
建
設
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事
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箇
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等
に

つ
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め
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い
る
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に
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道
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今
後
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産
業
建
設
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現
在
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平
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活
動
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

村
長
国
道
４
０
５
号
、
鳥
甲
線
も
素
晴

ら
し
い
景
観
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
観
光
山
岳
道
路
で
あ
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
も
必

要
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。

商
工
観
光
課
長
今
後
も
飯
山
駅
を
利

用
し
た
秋
山
観
光
の

旅
行
商
品
と
し
て
、
木
島
平
村
と
連
携
し
て

利
用
者
増
を
図
り
た
い
。

秋
山
振
興
課
長
「
山
タ
ク
」
は
秋
山

郷
の
み
と
制
約
が
あ

る
。
商
工
観
光
課
等
で
秋
山
郷
へ
の
誘
客
を

お
願
い
し
「
山
タ
ク
」
を
利
用
し
て
い
た
だ

き
観
光
振
興
を
図
り
た
い
。

質
問
栄
村
観
光
の
入
り
口
で
あ
る
森
地

域
に
観
光
客
を
受
け
入
れ
、
賑
わ

い
を
生
み
だ
す
仕
組
み
作
り
が
必
要
と
考
え

秋
山
郷
と
栄
村
全
体
を
繋
ぐ

観
光
の
あ
り
方
に
つ
い
て

観
光
活
性
化
の
た
め
の
村
内

交
通
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

村
長
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
武
蔵
村
山
市

や
横
浜
栄
区
と
も
格
段
の
動
き
、

交
流
は
無
い
。「
感
染
状
況
を
見
な
が
ら
懇

談
の
機
会
を
是
非
取
り
ま
し
ょ
う
」
と
い
う

話
を
電
話
で
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
姉
妹
都
市
と
の
交
流
は
、
行
政

の
枠
に
留
ま
ら
な
い
民
間
の
交
流
に
繋
げ
て

い
く
仕
掛
け
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ

と
思
っ
て
い
る
。
中
国
と
の
関
係
は
、
経
済

効
果
と
か
、
期
待
か
ら
の
お
付
き
合
い
は
、

私
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

る
。
課
長
等
の
会
議
で
議
論
し
た
と
こ
ろ
、

栄
町
、
中
国
等
の
お
付
き
合
い
は
難
し
い
方

向
で
一
致
し
て
い
る
。

質
問
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
現
状
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

村
長
空
き
家
に
対
す
る
問
い
合
わ
せ
件

数
が
増
え
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
変
化
が
起
こ
っ
て
く
る
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
る
。

特
命
企
画
課
長
空
き
家
と
思
わ
れ
る

物
件
が
１
５
５
軒
、

そ
の
内
定
期
的
に
管
理
さ
れ
て
い
る
物
件
が

70
軒
で
、
残
り
85
軒
が
現
状
空
き
家
と
な
っ

て
い
る
。
村
の
空
き
家
バ
ン
ク
に
つ
い
て
、

現
状
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
い
る
状
況
で
、

今
把
握
し
て
い
る
の
は
４
月
以
降
５
件
ほ
ど

の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。

質
問
栄
村
の
基
幹
産
業
は
、「
農
業
と

観
光
」
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、

農
業
に
関
し
て
は「
営
農
シ
ス
テ
ム
支
援
室
」

を
設
置
す
る
と
前
向
き
な
施
策
だ
が
、
観
光

に
関
し
て
は
事
業
者
が
主
体
だ
と
。
農
業
と

観
光
は
村
の
基
幹
産
業
と
い
う
認
識
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

村
長
観
光
も
農
業
も
基
幹
的
で
大
事
な

産
業
だ
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い

る
。私
は
以
前
か
ら
観
光
の
主
体
は
宿
の
亭
主

で
あ
り
、
女
将
さ
ん
で
あ
り
、
そ
う
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
。

質
問
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
共
生
の
中

で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
誘
客

は
無
理
だ
と
思
う
が
、
中
国
の
蘇
州
市
と
の

交
流
や
千
葉
県
栄
町
と
の
交
流
、
姉
妹
都
市

で
あ
る
東
京
都
武
蔵
村
山
市
と
の
交
流
も
含

め
て
、
村
長
が
自
ら
や
る
の
か
、
副
村
長
が

中
心
で
や
る
の
か
伺
い
た
い
。

村　長

村　長

中
国
等
と
の
お
付
き
合

い
は
難
し
い
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
も
必
要
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の

交
流
は
。

秋
山
郷
へ
呼
び
込
む
た
め
の
広

報
活
動
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

月
岡
利
郎
議
員

桑
原
武
幸
議
員

観
光
産
業
の
考
え
方
に
つ
い
て

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
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業
を
進
め
る
過
程
で
は
、
資
源
を
整
理
す
る

こ
と
も
そ
の
意
味
合
い
に
通
じ
る
も
の
と
思

う
し
、そ
の
視
点
が
必
要
と
痛
感
し
て
い
る
。

希
少
動
植
物
調
査
も
そ
の
一
環
で
進
め
て
い

る
。

　

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
は
、
意
欲
を
持
っ
て

調
査
し
て
い
た
だ
く
企
業
の
皆
さ
ん
に
は
、

実
現
に
向
け
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

　

開
発
を
計
画
し
て
い
る
会
社
の
皆
さ
ん
に

は
、
地
域
貢
献
と
い
う
趣
旨
を
具
体
的
に
ど

う
い
っ
た
こ
と
が
要
望
で
き
る
の
か
、
皆
さ

ん
の
思
い
も
含
め
て
進
行
状
況
を
見
守
っ
て

い
き
た
い
。

総
務
課
長
「
観
光
な
ど
に
役
立
つ
資

源
と
は
何
か
」
と
い
う
観

点
か
ら
の
整
理
、
そ
れ
か
ら
活
用
を
検
討
す

る
こ
と
は
非
常
に
大
切
な
こ
と
な
の
で
、
村

民
の
皆
さ
ん
と
共
に
様
々
な
取
り
組
み
を
進

め
て
行
き
た
い
。

商
工
観
光
課
長
希
少
動
植
物
の
調
査

経
過
に
つ
い
て
、
広

報
８
月
号
で
途
中
経
過
を
お
知
ら
せ
し
て
い

る
が
、
10
月
号
に
も
掲
載
す
る
。

教
育
長
栄
村
に
は
、
自
然
や
歴
史
文

化
な
ど
多
く
の
貴
重
な
資
源

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
県
宝
阿
部
家
住

宅
を
は
じ
め
、
有
形
無
形
合
わ
せ
て
14
の
文

化
財
が
あ
る
。
こ
れ
以
外
に
も
村
史
編
纂
や

学
術
調
査
を
進
め
る
中
で
指
定
文
化
財
の
候

補
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
今
後
指
定

に
向
け
更
に
調
査
研
究
し
て
い
く
。

総
務
課
長

避
難
場
所
の
機
能
強
化

は
、
今
回
の
計
画
で
、
間

仕
切
り
テ
ン
ト
１
８
０
、ベ
ッ
ド
１
０
０
、寝

袋
１
０
０
を
整
備
す
る
計
画
で
あ
る
。
資
器

材
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
避
難
所
の
開
設
訓

練
等
の
中
で
見
直
し
な
ど
考
え
て
い
き
た
い
。

質
問
国
が
補
助
事
業
な
ど
で
「
箱
物
」

を
多
く
造
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
の
維
持
管
理
、
財
政
的
に
重
荷
に
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
「
管
理
計
画
」
が
作
ら
れ
た
。

具
体
化
が
遅
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
現
状
は
。

公
営
住
宅
な
ど
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

村
長
公
共
施
設
総
合
管
理
計
画
は
、
今

後
の
財
政
計
画
を
見
据
え
る
中

で
、
重
視
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
議
論
を
深
め
た
い
と
思
う
。

産
業
建
設
課
長
平
成
30
年
に
制
定
し

た
住
宅
の
計
画
で

は
、
修
繕
、
改
修
に
毎
年
１
，
２
０
０
万
円

か
ら
３
，
２
０
０
万
円
掛
か
る
。
対
応
年
数

を
過
ぎ
た
も
の
は
解
体
の
方
向
。
復
興
住
宅

は
払
い
下
げ
な
ど
を
研
究
し
て
い
る
。

質
問
こ
れ
ま
で
の
少
人
数
教
育
に
自
信

を
も
っ
て
、更
に
内
容
の
充
実
を
。

義
務
教
育
学
校
は
。

教
育
長
義
務
教
育
学
校
は
有
効
と
思

っ
て
い
る
。

質
問
コ
ロ
ナ
禍
で
「
こ
れ
か
ら
ど
う
し

た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
状

況
だ
が
、
こ
ん
な
時
期
こ
そ
地
域
資
源
を
再

確
認
し
、
村
づ
く
り
に
取
り
入
れ
る
研
究
を

し
た
ら
如
何
か
。

　

世
界
中
で
不
安
と
共
に
い
る
こ
と
で
今
、

国
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
は
同
じ
条
件
で
、

ス
タ
ー
ト
地
点
は
一
緒
で
あ
る
。
ハ
ン
デ
は

な
い
。
こ
れ
を
困
っ
た
と
捉
え
る
の
か
、
チ

ャ
ン
ス
と
捉
え
る
の
か
自
治
体
次
第
で
あ
る
。

　

栄
村
に
は
、
自
然
、
山
、
川
、
水
、
気
温
、

歴
史
、
文
化
等
様
々
な
資
源
が
あ
る
。
栄
村

ら
し
さ
の
村
づ
く
り
に
は
欠
か
せ
な
い
。
村

民
と
一
緒
に
腹
の
底
か
ら
の
考
え
を
出
し
合

う
研
究
機
関
を
望
む
が
、
如
何
か
。

村
長
村
の
資
源
を
再
認
識
し
て
村
づ
く

り
に
取
り
入
れ
る
研
究
と
い
う
の

は
非
常
に
大
事
な
こ
と
。
今
、
村
史
編
纂
作

質
問
村
は
村
民
へ
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
予
防
と
生
活
を
守
る
具
体
的

で
細
か
な
施
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
感
染

は
決
し
て
自
己
責
任
で
は
な
い
。
診
療
所
や

介
護
施
設
、学
校
・
保
育
園
な
ど
、集
団
感
染

の
リ
ス
ク
が
予
想
さ
れ
る
職
場
で
働
く
人
た

ち
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
負
担
な
く
出
来
る
よ
う

に
す
る
考
え
は
な
い
か
。
住
民
生
活
と
地
域

経
済
へ
の
支
援
は
。
避
難
場
所
の
強
化
も
予

算
化
さ
れ
て
い
る
が
、ど
の
程
度
賄
え
る
か
。

村
長
診
療
所
や
介
護
施
設
、
学
校
な
ど

心
配
な
く
と
言
う
こ
と
は
よ
く
理

解
で
き
る
。
本
人
に
負
担
な
く
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
う
。
た
だ
、

全
員
や
る
の
で
は
な
く
、
や
っ
た
方
が
良
い

と
の
判
断
の
中
で
や
っ
た
場
合
は
、
負
担
な

く
や
れ
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
臨
時
交
付

金
の
活
用
は
、
幅
広
く
住
民
生
活
、
地
域
経

済
の
支
援
に
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

村　長

村　長

希
少
動
植
物
調
査
、
再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
等
進
行
状
況

を
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

本
人
負
担
な
く
検
査
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
。

栄
村
の
自
然
を
生
か

し
た
資
源
の
活
用
を
。

介
護
施
設
、学
校
な
ど
負

担
な
く
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
。

相
澤
博
文
議
員

鈴
木
敏
彦
議
員

村
の
資
源
を
再
確
認
し
、
村
づ

く
り
に
取
り
入
れ
る
研
究
を

コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

公
共
施
設
管
理
計
画
に
つ
い
て

小
人
数
制
教
育
に
つ
い
て
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な
の
で
「
何
が
何
で
も
や
る
ん
だ
」
と
い
う

形
で
や
っ
て
い
る
。

　

木
島
平
村
は
、
ス
キ
ー
場
へ
臨
時
交
付
金

で
ど
う
や
っ
て
活
性
化
す
る
か
、
そ
う
い
う

こ
と
も
や
り
な
が
ら
非
常
に
不
安
の
中
で
や

っ
て
い
る
。

　

栄
村
は
コ
ロ
ナ
だ
け
で
は
な
く
て
「
昨
年

度
の
よ
う
に
雪
が
今
年
は
果
た
し
て
ど
う
な

る
か
」
も
含
め
て
不
安
な
と
こ
ろ
は
あ
る
わ

け
だ
が
、
た
だ
こ
う
い
っ
た
中
で
、
こ
の
雪

国
の
中
で
ス
キ
ー
場
、
そ
し
て
新
し
い
雪
と

の
遊
び
と
か
、
色
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら

何
と
か
担
当
課
で
は
準
備
を
進
め
て
い
た
だ

い
て
「
や
る
」
と
い
う
こ
と
で
進
ん
で
行
き

た
い
。
非
常
に
厳
し
い
話
で
あ
る
が
、
そ
う

い
う
こ
と
で
あ
る
。

松
尾
こ
れ
は
絶
対
や
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
約

１
億
１
千
万
円
。
今
議
会
の
補
正
予
算
は
約

５
千
万
円
台
。
６
千
万
円
前
後
が
留
保
さ
れ

て
い
る
。
村
と
し
て
、
年
内
い
っ
ぱ
い
く
ら

い
を
視
界
に
入
れ
、
最
悪
の
ケ
ー
ス
を
想
定

し
て
、
対
応
で
き
る
よ
う
に
財
政
的
な
構
え

も
含
め
て
も
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
共
有
し
た
い
と
い
う
思
い
で
お
尋
ね

を
し
た
。宜
し
く
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

松
尾
ス
キ
ー
場
臨
時
職
員
を
募
集
し
て

オ
ー
プ
ン
の
準
備
を
し
た
12
月
の

開
幕
直
前
、
開
幕
直
後
に
、
コ
ロ
ナ
及
び
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
が
爆
発
状
態
に
な
っ

て
、
営
業
で
き
な
い
と
な
っ
た
時
に
、
丸
々

赤
字
に
な
る
。
一
旦
雇
用
し
た
職
員
に
「
営

業
で
き
な
く
な
っ
た
か
ら
辞
め
て
く
だ
さ

い
」と
は
言
え
な
い
。
村
の
直
営
で
す
か
ら
、

民
間
事
業
者
の
よ
う
に
雇
用
調
整
基
金
は
使

え
な
い
。
そ
こ
ま
で
の
腹
を
く
く
っ
て
冬
に

臨
む
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
村
長
の
腹
積
も

り
、
腹
構
え
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

村
長
ま
さ
に
そ
の
通
り
だ
と
思
う
。
今

ス
キ
ー
場
を
止
め
る
と
い
う
よ
う

な
形
は
、私
は
考
え
て
い
な
い
。
木
島
平
村
、

野
沢
温
泉
村
と
も
首
長
一
緒
に
な
っ
て
話
を

し
た
。

　

野
沢
温
泉
村
で
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、
今
年

は
全
然
当
て
に
で
き
な
い
。
た
だ
日
本
の
ス

キ
ー
ヤ
ー
の
皆
さ
ん
を
信
頼
し
て
、
今
年
は

人
工
降
雪
機
ま
で
入
れ
て
や
っ
て
い
る
わ
け

村　長
「
や
る
」と
い
う
こ
と
で

進
ん
で
行
き
た
い
。

今
冬
の
ス
キ
ー
場
営
業
、村
長

の
腹
構
え
を
お
尋
ね
す
る
。

松
尾 

眞
議
員

思
っ
て
い
る
。

質
問
仮
に
村
内
で
感
染
者
が
出
て
し
ま

っ
た
場
合
「
誹
謗
中
傷
」「
偏
見
」

と
い
う
問
題
は
必
ず
起
こ
る
だ
ろ
う
と
想
定

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
木
島
平
村
で
は
宣

言
を
出
し
て
い
る
。
栄
村
で
も
広
報
に
出
し

て
も
良
い
の
で
は
。

村
長
絶
対
に
そ
う
い
う
こ
と
は
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
の
こ
と

で
あ
る
。

民
生
課
長
「
暮
ら
し
と
健
康
相
談
窓

口
」
を
設
置
し
て
お
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
に
限
ら
ず
村
民
の
健
康
の
不
安

や
暮
ら
し
の
不
安
な
ど
様
々
な
相
談
に
応
じ

て
き
て
い
る
。

質
問
「
栄
村
公
共
施
設
総
合
管
理
計
画
」

は
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
か
。

対
応
策
は
。
経
営
経
費
の
圧
縮
を
し
な
い
と

財
源
が
無
い
の
で
は
。

村
長
同
管
理
計
画
は
、
今
後
の
村
の
指

針
と
考
え
、
ご
指
摘
の
通
り
村
の

財
政
は
厳
し
く
な
る
中
、
必
要
な
も
の
を
見

極
め
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
る
。

　

村
の
主
た
る
財
源
で
あ
る
普
通
交
付
税
も

減
る
中
で
、
行
政
経
費
を
如
何
に
縮
小
し
て

い
く
か
と
い
う
こ
と
が
大
事
。

総
務
課
長
個
別
計
画
は
、
橋
梁
と
公

営
住
宅
に
つ
い
て
は
策
定

済
み
。
そ
れ
以
外
は
総
務
課
で
一
括
し
て
進

め
て
い
る
。
担
当
課
と
協
議
し
今
年
度
中
に

策
定
し
た
い
。

質
問
栄
村
老
人
保
健
福
祉
計
画
・
第
８

期
介
護
保
険
事
業
計
画
が
令
和
３

年
４
月
か
ら
開
始
さ
れ
る
。新
た
な
介
護
保
険

料
は
第
７
期
（
５
，５
０
０
円
）
と
同
額
か
。

村
長
懇
話
会
を
開
催
し
、
委
員
の
意
見

を
聞
い
て
決
定
す
る
。

質
問
感
染
症
に
係
る
地
域
創
生
臨
時
交

付
金
に
つ
い
て
「
持
続
化
特
別
給

付
金
」
他
、
27
事
業
、
８
，
６
９
０
万
円
余

が
予
算
化
さ
れ
た
が
、
予
算
計
上
さ
れ
な
か

っ
た
農
業
支
援
な
ど
他
の
対
応
策
に
つ
い
て
。

村
長
農
業
支
援
に
つ
い
て
は
検
討
中

で
、
内
容
が
固
ま
り
次
第
提
案
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

　

消
毒
液
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
つ
い
て
は
、
必

要
に
な
っ
て
く
る
場
合
は
、
そ
れ
に
応
じ
て

や
れ
る
体
制
を
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

栄
村
老
人
保
健
福
祉
計
画
・
第
８

期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
対
応
策
は

栄
村
公
共
施
設
等
管
理
計
画

及
び
村
の
財
政
に
つ
い
て

村　長

懇
話
会
で
委
員
の
意
見

を
聞
い
て
決
定
す
る
。

第
８
期
（
令
和
３
年
４
月
か
ら
）の
介

護
保
険
料
は
幾
ら
に
な
る
の
か
。

上
倉
敏
夫
議
員
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第
５
期
中
山
間
地
等
直
接
支
払
制
度
の
申

し
込
み
状
況
は
、
４
期
と
同
じ
20
団
体
の
申

し
込
み
が
あ
り
、
加
算
対
策
を
予
定
し
て
い

る
団
体
が
２
団
体
あ
る
。

質
問
10
年
で
総
生
産
額
は
３
分
の
１
に

な
っ
た
。
更
に
今
年
は
減
る
見
通

し
な
の
に
、
行
政
か
ら
の
農
家
支
援
対
策
が

目
先
の
支
援
と
な
っ
て
い
て
、
先
が
見
通
せ

な
い
。
農
家
が
計
画
的
に
使
え
る
恒
久
的
な

支
援
策
が
必
要
で
あ
る
。

　

来
年
か
ら
始
ま
る
第
５
期
中
山
間
地
等
直

接
支
払
制
度
で
の
集
落
戦
略
の
策
定
は
、
こ

れ
か
ら
10
年
の
起
点
と
な
る
も
の
で
、
農
地

の
荒
廃
を
防
ぐ
だ
け
で
は
な
く
、
人
の
確
保

と
集
落
の
存
続
を
目
的
に
策
定
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
策
定
の
た
め
に
も
公
約
の
「
農

家
支
援
室
」
を
早
く
立
ち
上
げ
て
、
農
家
と

一
緒
に
な
っ
て
未
来
に
繋
が
る
集
落
戦
略
を

描
け
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

村
長
希
望
を
持
っ
て
農
業
を
継
続
し
て

行
け
る
よ
う
に
、
ま
た
、
地
域
の

生
活
が
持
続
し
て
行
け
る
よ
う
に
長
期
的
な

視
野
に
立
っ
て
組
織
的
な
取
り
組
み
を
強
化

す
る
と
い
う
計
画
で「
農
業
支
援
シ
ス
テ
ム
」

を
立
ち
上
げ
、
先
進
的
、
専
門
的
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
の
方
と
多
く
の
皆
さ
ん
の
力
を
借
り

な
が
ら
協
力
し
合
い
、
栄
村
の
農
業
が
元
気

に
な
る
よ
う
に
、
出
来
る
限
り
準
備
を
進
め

て
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
力
を
合
わ
せ
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

村
長
米
価
に
つ
い
て
は
ま
だ
分
か
ら
な

い
（
９
月
現
在
）。「
ふ
る
さ
と
納

税
」
等
の
今
ま
で
の
方
式
が
良
い
の
か
、
農

協
と
の
関
係
も
含
め
て
課
題
だ
と
思
う
し
、

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
山
間
地
に

つ
い
て
も
戦
略
計
画
と
か
複
雑
で
難
し
く
な

っ
て
い
る
。
５
年
先
の
見
通
し
も
難
し
い
中

で
こ
の
制
度
を
効
率
よ
く
活
用
し
て
い
く
農

業
集
団
の
課
題
の
解
決
に
、
農
業
へ
の
参
入

の
方
々
も
含
め
て
、
農
地
営
農
集
団
、
農
家

の
頼
り
と
な
る
信
頼
さ
れ
る
行
政
組
織
を
作

っ
て
い
く
こ
と
に
努
め
て
い
き
た
い
。

質
問
昨
年
の
台
風
災
害
、
今
年
の
７
月

と
８
月
の
豪
雨
、
突
風
、
高
温
な

ど
、
世
界
で
災
害
が
起
き
て
い
る
。
３
月
と

６
月
に
も
質
問
し
た
が
、
村
で
の
「
気
候
非

常
事
態
宣
言
」
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
県
が

宣
言
し
、
67
市
町
村
が
協
力
し
て
い
く
大
事

な
取
り
組
み
で
あ
る
。
飯
山
市
で
は
「
可
能

性
を
研
究
し
て
い
く
」
と
前
向
き
に
進
ん
で

い
る
。
村
と
し
て
の
考
え
を
伺
う
。

村
長
長
野
県
内
で
も
多
く
の
市
町
村
が

賛
同
の
意
を
表
し
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
宣
言
と
な
れ
ば
形
だ
け
の
宣
言

で
は
良
く
な
い
。
自
然
環
境
を
守
る
、
自
然

災
害
の
防
止
に
繋
が
る
こ
と
等
具
体
的
に
村

は
ど
の
よ
う
に
行
動
が
で
き
る
の
か
。
ど
の

よ
う
な
対
処
が
で
き
る
の
か
議
論
を
進
め
る
。

質
問
栄
村
の
農
業
は
、
10
年
前
の
震
災

に
よ
っ
て
激
変
し
、
専
業
経
営
の

施
設
農
業
で
あ
る
菌
茸
や
畜
産
が
壊
滅
的
な

被
害
を
受
け
、
ほ
と
ん
ど
の
農
家
が
復
興
を

断
念
し
た
。
し
か
し
、
田
畑
は
災
害
復
旧
事

業
で
復
旧
し
、
集
落
営
農
が
あ
っ
た
か
ら
稲

作
農
業
は
残
っ
た
が
、近
年
状
況
が
変
化
し
、

厳
し
さ
が
増
し
て
い
る
。

　

震
災
前
の
農
業
生
産
額
は
15
億
円
く
ら
い

だ
っ
た
が
、
令
和
元
年
度
の
農
業
総
生
産
額

は
。
ま
た
、
令
和
２
年
度
の
見
通
し
は
。

　

第
５
期
中
山
間
地
等
直
接
支
払
制
度
の
申

し
込
み
状
況
は
。

産
業
建
設
課
参
事
令
和
元
年
度
は
５
億

６
千
万
円
。
令
和
２

年
度
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
全
体
的
に
大
変

厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

質
問
米
の
消
費
が
落
ち
込
む
中
で
、
各

地
で
米
価
の
下
落
が
報
道
さ
れ
て

い
る
中
、
村
で
は
様
々
な
販
売
先
を
個
々
に

開
拓
し
努
力
し
て
い
る
方
も
い
る
。
60
㎏

１
万
８
千
円
を
下
回
る
価
格
で
は
、
生
産
者

の
意
欲
、
再
生
産
へ
の
展
望
が
持
て
な
い
。

か
つ
て
60
㎏
当
り
２
万
円
以
上
し
て
い
た
時

期
か
ら
価
格
は
落
ち
込
み
続
け
て
い
る
。
今

後
こ
の
よ
う
な
事
態
の
中
、
村
と
し
て
知
恵

を
集
め
、
農
家
支
援
、
販
売
先
等
の
検
討
が

必
要
で
は
。
ま
た
、
第
５
期
の
中
山
間
地
に

つ
い
て
、
協
定
参
加
者
、
面
積
と
も
倍
に
な

っ
た
。
こ
れ
か
ら
５
年
間
の
見
通
し
の
条
件

は
あ
る
が
、
そ
の
先
高
齢
化
の
壁
が
あ
り
、

平
均
年
齢
は
64
歳
と
な
っ
て
い
る
。
村
外
か

ら
の
農
業
に
参
入
で
き
る
条
件
作
り
と
Ｐ
Ｒ

を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
う
が
。

村　長

村　長

栄
村
の
農
業
が
元
気
に
な
る
よ

う
に
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
力
を

合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
等
、

農
協
と
の
関
係
も
含
め

て
課
題
、検
討
が
必
要
。

「
農
家
支
援
室
」を
早
く
立
ち
上
げ
、

未
来
に
繋
が
る
集
落
戦
略
を
描
け

る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

米
価
の
下
落
が
報
道
さ
れ

る
中
、
今
後
村
と
し
て
米

の
販
売
先
の
検
討
は
。

保
坂
良
徳
議
員

齋
藤
康
夫
議
員

栄
村
の
基
幹
産
業
（
農
業
）

に
つ
い
て

今
後
の
農
業
政
策
に
つ
い
て

気
候
非
常
事
態
に
お
け
る
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
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栄村議会全員協議会報告
◎令和２年４月から９月までの村長並びに議長提出の「議会全員協議会」で協議された

項目内容をお知らせします。

村長提出の全員協議会

議長提出の全員協議会

行政上の重要問題等について村からの報告、説明、提案等に対し、
議員全員で協議するものです。

議会の計画や課題について議員全員で協議する場です。基本的に
月一回開くことにしています。

開 催 日 内　　　容

４月16日
㈭

◎　新型コロナウイルス感染症対策について
　　　前月の全協で村から報告のあった感染症対策のその後の状況について各担当課等より説明を受け、こ

れからゴールデンウイークにかけて帰省や観光での往来が増えてくることが懸念され、その対応や、村
で感染者が発生した場合の対応などについて質問しました。

◎　今後の予定について
　　・５月議会全員協議会　5月14日㈭
◎　その他
　　・栄村農政審議会委員の推薦　　齋藤康夫議員が継続で再選
　　・地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書の提出について、６月定例会で提出することを

確認。
　　・県町村議長会での国県に対する提案・要望について、千曲川の治水対策を推進するため、国管理の中

抜け区間解消を求める要望を上げることとしました。

開 催 日 内　　　容

7月20日
㈪

◎	 新型コロナウイルス感染症対策について（総務課）
　　　新型コロナウイルス感染症対応のための国の地方創生臨時交付金を活用した対策事業計画について総

務課長より説明、県外者との接触の多い道の駅施設へ自動検温装置の設置などを計画。
　　―議員各位より―
　　　お盆や祭りなど帰省客の多くなる時期に向かって、どの程度まで規制するべきか村からの一定の基準

を示してほしい、分かりやすい広報や周知方法などを求めました。また、高齢者へのマスクや消毒液の
配布を要望する声もあり、村からは今後の状況を見て判断したい旨の返答がありました。また、保健師、
民生委員など地域一体となって実態を掴むチーム作りを求める意見もありました。

◎	 JA栄出張所の移転について（総務課）
　　　JA栄出張所より役場庁舎内に事務所を移転したい申し入れがあることを報告、村としては現在の地

階の会議研修室を提供することで検討を進めている旨の報告。
　　―議員各位より―
　　　JAが移転することによるメリットデメリットを十分考慮し、役場も調理実習等の場がなくなること

で村民にどう影響があるのか、JA任せにせず村もよく考えて進めることを求める意見が出ました。
◎	 駐在所の統合について（総務課）
　　　現在村内２か所にある駐在所を統合して二人体制の駐在所を整備する計画が昨年飯山警察署から示さ

れ、今回その整備場所の候補地として森地区内の村有地利用の提案があった旨の報告。
　　―議員各位より―
　　　提案地は道の駅の大型駐車場として整備したものの、活用がほとんどないのは長期的な利用計画がな

いからであり、将来構想をよく議論することが大切との意見がありました。
◎	 発電施設の建設計画案について（総務課）
　　　現在村内での民間による発電施設の建設計画案のうち、可能性調査を始めたいなどの申出があったも

の４件について報告。
　　―議員各位より―
　　　発電計画はどこにどういう概要でどんな手続きが必要なのか、環境アセスの問題も含め今後進めてい

くにあたって丁寧な資料の提供を求める意見がありました。

８月20日
㈭

◎	 一般会計補正予算の専決について（産業建設課）
　　　７月豪雨災害による河川増水被害、農地農業用施設、道路の災害復旧事業費計471万円余の補正につ

いて内容説明
◎	 新型コロナウイルス感染症対策について（総務課）
　　　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業として45,928千円の追加補正を９月議会で上

程するにあたり、その事業概要を説明
　　―議員各位より―
　　　感染リスクを抑えるためのオンライン会議の活用、農産物収益が見込めない農業者への持続化支援、

PCR検査の受診体制と公費負担拡大の研究、高齢者へのマスク配布と分かりやすい村民へのチラシ配
布などを要望する意見がありました。
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開 催 日 内　　　容

５月14日
㈭

◎　新型コロナウイルス感染症対策について
　　　新型コロナウイルス感染症に対する４月以降の村の対応状況について、北信管内での感染状況、村内

施設の対応、給付金の支給、暮らしの相談、商工観光業の自粛要請協力、学校施設の臨時休校等につい
て、各担当部署から説明を受け、今後村としての村民への感染防止対策の進め方など質問や要望を行い
ました。

◎　今後の予定について
　　・６月定例会　６月15日㈪～19日㈮　　議会運営委員会　６月５日㈮
◎　その他
　　・議会申し合わせ事項の確認　　一般質問通告、クールビズ対応など
　　・感染症対策のための議場レイアウト変更を協議

６月15日
㈪

◎	 令和元年度東日本台風（19号台風）における千曲川水害の適正な対応を求める意見書に対する回答につ
いて

　　　３月定例会で決議し長野県に提出した意見書に対して、県からの回答があったため産業建設課長より
説明を受けました。百合居橋架け替え計画に基づき今年度から調査、設計を始めること、堤防越水に備
えた大型土嚢の設置、下流の河道掘削などの応急対策を行うなどの回答がありました。

◎	 今後の予定について
　　　７月全員協議会　７月20日㈪　　議会報編集委員会　７月20日㈪

６月17日
㈬

◎　電源立地地域対策交付金制度の恒久化を求める意見書について
　　　水力発電施設の立地市町村に交付される電源立地地域対策交付金（年約1,400万円）の制度が令和２

年度で終了となることから、引き続き交付金の恒久的な交付制度化を求める意見書を、議員発議で国に
提出することを確認しました。

７月20日
㈪

◎	 研修視察について
　　　昨年の千曲川水害を受けて国が取り組む緊急治水プロジェクトについて、千曲川河川事務所の治水対

策がどう進められているか、計画内容の説明や現地視察により研修を行う形で計画することとしました。
◎	 今後の予定について
　　・森林・林業・林産業活性化促進議員連盟総会研修会　８月24日㈪　佐久市　島田議員出席
　　　（報告　15ページに掲載）
　　・８月全員協議会　８月12日㈬　※８月20日㈭に変更
◎	 その他
　　・ごみ処理の現状について、今後の十日町市への処理委託に向け施設の現状を把握する意味から、津南地

域衛生施設組合の焼却場と最終処分場の視察を行うことを決め、８月全員協議会の後に視察しました。
　　・選挙公営に関わる条例改正について、法改正により町村議会議員選挙でのポスターや車両借上げ費用

について公営で賄うことが条例で定める事でできるようになりました。
　　・議会定例会のインターネット中継の導入について、新型コロナ感染症への対策や情報公開の必要性は

あるものの、費用対効果や高齢者でも簡単に操作視聴できる配信方法の研究も併せて行っていく必要
があるとの意見があり、今後研究していくこととしました。

８月20日
㈭

◎	 今後の予定について
　　・９月定例会　９月７日㈪～15日㈫　　議会運営委員会　８月28日㈮
◎	 その他
　　・新型コロナウイルス感染症に係る意見書の提出について
　　　　感染症の影響による地方財政の急激な悪化が予想されることから、地方税財源の確保を国に求める

意見書を９月定例会で提出することを確認しました。

　　午後　津南地域衛生施設組合ゴミ処理施設、し尿処理施設、最終処分場を視察

９月８日
㈫

◎　新型コロナウイルス感染症に係る意見書の提出について
　　・前回確認した意見書の文案内容について再確認し、議員発議の意見書として提出することとしました。
◎	 特別豪雪地帯指定市町村議会協議会総会議題について
　　・県に要望、陳情する豪雪対策について、県道秋山郷森宮野原停線、長瀬横倉停線及び国道117号線の

冬期間の安全安心な通行が可能な体制整備を引き続き要望として上げることを確認しました。

９月14日
㈪

◎　事務検査に関する決議について
　　・決算審査にあたり、村から提出された書類だけでは確認できない補助金交付関係書類などの確認の要

望があり、新たな委員会設置の是非について協議、今後に向けて議員間の認識も高めた中で検討して
いくこととしました。
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村内各地でじわじわと活動再開！
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例
年
で
あ
れ
ば
7
月
に
開
催
さ
れ
て
い
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
も
、
10
月
20
日
㈫
に
農
村
広
場
で
無
事
開
催
。
栄
村
か

ら
白
鳥
、
月
岡
、
青
倉
、
志
久
見
、
北
野
の
5
チ
ー
ム
、
津

南
町
か
ら
も
5
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。
ひ
と
昔
前
に
比

べ
れ
ば
村
内
の
参
加
チ
ー
ム
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
今

で
も
5
チ
ー
ム
が
活
動
を
続
け
、
多
い
と
こ
ろ
で
は
週
3
日

練
習
を
行
っ
て
い
る
チ
ー
ム
も
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
の
日
の

優
勝
は
志
久
見
チ
ー
ム
。
冬
季
間
は
東
部
社
会
体
育
館
で
練

習
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

10
月
11
日
㈰
、
箕
作
地
区
で
は
、
入

場
前
の
手
指
消
毒
、共
有
用
具
の
消
毒
、

密
に
な
り
す
ぎ
な
い
席
の
配
置
、
マ
ス

ク
着
用
、
食
事
を
し
な
い
等
、
コ
ロ
ナ

対
策
を
と
っ
て
の
運
動
会
を
開
催
。
種

目
に
つ
い
て
も
、
人
と
人
と
が
近
づ
き

す
ぎ
な
い
も
の
に
変
更
し
て
、
晴
天
の

中
、子
ど
も
か
ら
年
配
者
ま
で
が
集
う
、

盛
大
な
運
動
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
た
よ
う
で
す
。

箕作地区運動会開催！

栄村長杯ゲートボール大会！

大勢の子どもたちも参加

白鳥チーム対北野チームのプレー

ルールを変更しての豆つかみ競争
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こ
ら
っ
せ
通
信

　

季
節
の
移
り
変
わ
り
は
早
い
も
の

で
、
秋
が
深
ま
っ
た
か
と
思
う
と
も
う

冬
の
足
音
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
時
期

に
な
り
ま
し
た
ね
。
み
な
さ
ま
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

9
月
、
教
科
書
に
は
載
っ
て
い
な
い

故
郷
の
歴
史
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
る

た
め
、
栄
中
学
校
1
年
生
の
歴
史
授
業

が
こ
ら
っ
せ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ひ
ん

ご
遺
跡
出
土
品
や
廣
瀬
家
の
民
具
を
手

に
と
り
間
近
で
観
察
し
た
り
、
村
の
成

り
立
ち
に
つ
い
て
一
生
懸
命
メ
モ
を
取

る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。「
栄
村
に
は
縄

文
の
歴
史
が
あ
る
の
に
、
な
ぜ
弥
生
時

代
は
な
い
の
だ
ろ
う
」「
安
土
桃
山
時

代
が
な
い
」
な
ど
生
徒
独
自
の
目
線
か

ら
栄
村
の
歴
史
を
考
え
る
場
面
が
あ

り
、
と
て
も
奥
行
の
あ
る
学
び
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
ら
っ
せ
２
階
に
は
土
器
や
わ
ら
細

工
、
昔
の
教
科
書
な
ど
歴
史
を
感
じ
さ

せ
る
も
の
が
た
く
さ
ん
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ん
も
こ
ら
っ
せ
で

先
人
の
知
恵
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

10
月
17
日
㈯
か
ら
始
ま
っ
た
、
42
回

目
と
な
る
栄
村
総
合
文
化
祭
。
今
年
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
か

た
く
り
ホ
ー
ル
で
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
は

行
え
ま
せ
ん
が
、
展
示
や
告
知
放
送
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
体
験
型
教
室
）
で

文
化
活
動
の
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
17
日
㈯
に
は
、
コ
ロ
ナ
差
別
の

な
い
人
の
輪
を
広
げ
る
た
め
、
シ
ト
ラ

ス
リ
ボ
ン
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。
当

日
は
子
ど
も
を
含
め
20
名
の
方
が
参

加
。
こ
の
輪
に
賛
同
し
た
方
が
ま
た
人

へ
と
リ
ボ
ン
を
送
る
こ
と
で
、
人
か
ら

人
へ
と
村
中
に
広
が
っ
て
い
く
と
い
い

で
す
ね
。

　

10
月
24
日
㈯
に
開
催
し
た
、
絵
手
紙

芽
吹
き
の
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、“
笑
”

手
紙
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
子
ど
も

を
含
め
た
19
名
が
参
加
し
、
あ
の
人
や

こ
の
人
に
想
い
を
込
め
て
絵
手
紙
を
描

き
ま
し
た
。
絵
手
紙
は
送
る
こ
と
に
意

義
が
あ
る
と
言
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の

中
届
い
た
絵
手
紙
は
、
受
け
取
っ
た
方

を
温
か
く
や
さ
し
い
気
持
ち
に
さ
せ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

文
化
祭
は
11
月
15
日
㈰
に
フ
ィ
ナ
ー

レ
を
迎
え
ま
す
。
文
化
月
間
後
半
も
ま

だ
ま
だ
た
く
さ
ん
の
催
し
が
用
意
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
残
り
僅
か
な
文
化
月

間
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

新
ス
タ
イ
ル
の
文
化
祭
！
開
催
中

シトラスリボン作り

“笑”手紙ワークショップ
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全
国
で
は
、
修
学
旅
行
を
中
止

に
す
る
学
校
も
あ
る
中
、
栄
村
で

は
、
全
国
の
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
を

み
な
が
ら
日
程
や
行
き
先
を
変
更

し
、
徹
底
し
た
対
策
を
講
じ
な
が

ら
、
無
事
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

栄
小
学
校

　

当
初
東
京
方
面
へ
の
修
学
旅
行

を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
県
内

の
伊
那
・
松
本
・
安
曇
野
方
面
へ

変
更
。
9
月
15
日
㈫
～
16
日
㈬
に

1
泊
2
日
で
実
施
し
ま
し
た
。
国

宝
の
松
本
城
、
開
智
学
校
、
縄
文

の
ビ
ー
ナ
ス
、
仮
面
の
女
神
を
見

学
し
ま
し
た
。
と
て
も
充
実
し
た

2
日
間
で
し
た
。

栄
中
学
校

　

10
月
７
日
㈬
〜
8
日
㈭
に
1
泊

2
日
で
3
年
生
4
名
が
福
島
県
と

山
形
県
に
修
学
旅
行
に
行
き
ま
し

た
。

　

福
島
県
相
馬
市
で
の
震
災
学

習
、
栄
村
と
ゆ
か
り
の
あ
る
米
沢

で
は
米
沢
城
跡
や
上
杉
神
社
な
ど

を
見
学
し
ま
し
た
。
ま
た
、
海
の

幸
や
米
沢
牛
な
ど
、
ご
当
地
な
ら

で
は
の
も
の
を
十
分
に
堪
能
し
、

「
食
文
化
」
も
大
い
に
学
ん
だ
盛

り
だ
く
さ
ん
の
楽
し
い
旅
行
と
な

り
ま
し
た
。

　

リ
モ
ー
ト
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
回
線
や
電
話
回
線
を
利
用
し

て
遠
隔
地
と
つ
な
が
る
こ
と
。

　

4
年
生
は
県
内
の
県
境
に
あ
る

7
校
と
の
リ
モ
ー
ト
学
習
「
す
み

っ
こ
く
ら
ぶ
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
学
習
で
は
、
7
校
そ
れ
ぞ
れ

が
学
校
や
地
域
の
特
色
を
発
表
し

合
っ
て
い
ま
す
。
栄
小
学
校
は
、

防
災
学
習
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
9

年
前
の
震
災
被
害
の
様
子
を
含
め

て
発
表
し
ま
し
た
。

　

1
年
生
は
、
リ
モ
ー
ト
を
活
用

し
て
下
高
井
農
林
高
等
学
校
の
生

徒
の
皆
さ
ん
に
、サ
ツ
マ
イ
モ
の
育
て

方
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

に
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

３
年
生
は
「
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス

探
検
隊
」
を
結
成
し
、
ト
マ
ト
ジ

ュ
ー
ス
の
秘
密
を
学
習
し
て
い
ま

す
。
宮
川
農
園
の
協
力
を
得
て
６

月
に
畑
を
見
学
し
、
８
月
に
は
、

ト
マ
ト
の
収
穫
体
験
を
し
ま
し
た
。

10
月
、デ
ル
モ
ン
テ（
千
曲
市
）工

場
の
リ
モ
ー
ト
見
学
を
行
い
ま
し

た
。子
ど
も
た
ち
は
、担
当
の
方
の

説
明
を
聞
い
た
り
、
質
問
を
し
た

り
と
充
実
し
た
見
学
で
し
た
。
今

コロナ禍で活動が制限されても、子どもたちは元気に活動しています

コロナに負ける
な！ おら村のでぇじっ子

栄
小
学
校
5
・
6
年
修
学
旅
行

開
智
学
校
に
て

リモートを活用した学習
栄
小
学
校

修学旅行

４年生　すみっこくらぶ

３年生　デルモンテをリモート見学 １年生　農林高校にて

10
月
19

日
、
農

林
高
校

へ
出
向

き
、
教

え
て
く

れ
た
生

徒
さ
ん

と
実
際

後
は
、

自
分
た

ち
の
栽

培
し
た

ト
マ
ト

で
ジ
ュ

ー
ス
作

り
に
挑

戦
で
す
。
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栄
中
学
校

　

栄
中
学
校
で
は
、
郷
土
を
学
ぶ
「
ふ

る
さ
と
塾
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年

は
、
生
徒
が
村
民
に
教
え
て
も
ら
う
学

び
で
は
な
く
、生
徒
一
人
ひ
と
り
が「
栄

村
の
た
め
に
自
分
に
何
が
で
き
る
か
」

を
考
え
、
企
画
す
る
学
び
を
テ
ー
マ
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
内
容
は
、
集
う

場
づ
く
り
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
づ
く

り
、
特
産
物
開
発
等
で
す
が
、
10
月
18

日
㈰
に
は
、実
際
に
栄
村
を
訪
れ
た
方
、

村
民
の
方
に
意
見
を
聞
く
機
会
を
設
け

ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
生
徒
た

ち
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
計
画
し
、
実

行
し
て
い
く
の
か
楽
し
み
で
す
。

「
伝
統
野
菜
の
し
し
こ
し
ょ
う
を
広
め

よ
う
」

　

栄
小
の
５
年
生
は
、
昨
年
度
か
ら
栄

村
の
伝
統
野
菜
し
し
こ
し
ょ
う
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。
今
年
は
収
穫
し
た
し
し

こ
し
ょ
う
を
刻
ん
で
、
ピ
ザ
生
地
に
練

り
込
ん
で
み
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
が

入
れ
る
量
を
調
節
し
な
が
ら
お
い
し
い

ピ
ザ
に
な
る
よ
う
試
行
錯
誤
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
う
ど
ん
に
も
挑
戦
す
る
予

定
で
、
完
成
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

栄
小
学
校

北
信
保
育
園

　

10
月
15
日
㈭
は
秋
の
遠
足
で
し
た
。

ひ
ま
わ
り
組
、
す
み
れ
組
は
小
峠
か
ら

小
滝
集
落
ま
で
の
古
道
歩
き
。
ち
ゅ
う

り
っ
ぷ
組
は
小
滝
集
落
裏
の
小
道
を
散

策
。
カ
ラ
フ
ル
な
キ
ノ
コ
や
大
き
な
ク

マ
の
う
ん
ち
に
び
っ
く
り
し
な
が
ら
も

楽
し
く
元
気
に
歩
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
さ
く
ら
組
は
横
倉
駅
ま
で
遠
足
。

お
う
ち
の
人
が
作
っ
て
く
れ
た
お
弁

当
、
お
い
し
か
っ
た
ね
！

すみれ組・ひまわり組小峠にて

栄村でしか学べない事

　

プ
ー
ル
学
習
が
中
止
と
な
る
学
校
も

あ
る
中
で
、
少
人
数
学
級
で
あ
る
栄
村

は
、
密
に
な
ら
な
い
対
策
を
行
い
、
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

接
触
感
染
を
防
ぐ
た
め
、
先
生
が
盛

り
分
け
て
い
た
配
膳
も
、
10
月
か
ら
子

ど
も
た
ち
が
配
膳
す
る
本
来
の
方
法
に
！

給食は？ プール学習
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地域史料保全有志の会
鈴木 努（通称：ど先生）
イラスト作成：佐藤洋平

　

秋
冷
深
ま
り
、
は
や
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
と

な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
お
元
気
で
お
過
ご

し
で
す
か
。
感
染
症
の
終
熄
は
ま
だ
で
す

が
、
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
東
京

除
外
が
な
く
な
り
、多
く
の
人
々
が
行
楽
、

旅
行
に
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
行
楽
や
旅
行
に
限
ら
ず
、
日
々
の
通
勤

や
必
要
な
他
行
も
旧
に
復
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
今
回
は
、
広
瀬
信
の
西せ

い
け
い
じ
ゅ
く

軽
塾
へ
の
往

復
に
つ
い
て
の
史
料
を
紹
介
し
ま
す
。
と

こ
ろ
で
、
前
回
の
記
事
に
一
か
所
訂
正
が

あ
り
ま
す
。
書
店
の
所
在
地
を
地
蔵
坐
町

と
し
ま
し
た
が
、
地
蔵
堂
町
の
誤
り
で
し

た
。
江
戸
時
代
の
国
絵
図
に
地
蔵
堂
町
が

記
載
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
現
在
の
燕
市
に

も
地
蔵
堂
の
住
所
表
記
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

あ
ー
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
か
　
〜
ど
先
生
の
栄
村
昔
語
り
〜
　
其
の
四
十
一

『
私
塾
に
学
ぶ
三
』

　

さ
て
、
以
前
お
話
し
し
た
よ
う
に
、
広

瀬
信
は
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
に
寺

泊
の
西せ

い
け
い
じ
ゅ
く

軽
塾
に
入
り
、
同
年
九
月
か
ら

十
二
月
ま
で
在
塾
し
ま
し
た
。
そ
の
行
き

帰
り
の
費
用
を
箇
条
書
き
に
し
て
集
計
し

た
も
の
が
広
瀬
家
文
書
に
あ
り
ま
す
。
文

書
の
裏
側
に
「
忰
信
入
校
入
用
」
と
い
う

見
出
し
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。
ま
ず
往
路

は
、
弁
当
・
酒
二
銭
八
厘
、
わ
ら
じ
一
足

八
厘
、
泊
り
代
二
朱
、
こ
こ
ま
で
で
一
日
、

二
日
目
は
わ
ら
じ
一
足
七
厘
と
弁
当
代
二

銭
、
泊
り
二
朱
、
三
日
目
は
酒
一
銭
四
厘
、

わ
ら
じ
七
厘
を
使
い
、
こ
の
日
に
到
着
、

往
路
の
経
費
は
三
三
銭
四
厘
で
し
た
。
信

は
九
月
十
九
日
に
入
塾
し
て
い
る
の
で
、

往
路
は
十
七
日
か
ら
十
九
日
の
日
程
で
し

ょ
う
。
今
な
ら
自
動
車
で
一
日
の
内
に
往

復
で
き
る
距
離
で
す
が
、
当
時
は
三
日
が

か
り
で
す
。
宿
代
が
江
戸
時
代
の
金
額
表

記
な
の
は
ま
だ
新
制
の
円
・
銭
貨
と
の
交

換
が
完
全
に
終
わ
っ
て
い
な
い
時
代
だ
っ

た
た
め
で
、
二
朱
は
だ
い
た
い
一
二
銭
五

厘
に
相
当
し
ま
す
。
ま
た
厘
の
支
払
い
に

は
江
戸
時
代
の
一
文
銭
が
通
用
し
て
い
ま

し
た
。
酒
は
、
酒
代
ま
た
は
酒
手
と
い
う

チ
ッ
プ
の
こ
と
と
思
わ
れ
、
飲
ん
だ
わ
け

で
は
な
い
よ
う
で
す
。
宿
泊
地
は
往
復
と

も
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
正
確
な
径
路
は
不

明
で
す
が
、
栄
村
域
を
通
る
北
国
脇
街
道

を
取
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

復
路
は
「
帰
省
」
の
分
と
し
て
箇
条

書
き
さ
れ
て
い
ま
す
。
塾
で
の
宿
料
を

十
二
月
二
十
日
ま
で
払
っ
て
い
ま
す
の

で
、
二
一
日
に
帰
省
の
途
に
つ
い
た
様
子

で
す
。
初
日
は
一
泊
代
三
十
銭
、わ
ら
じ
・

酒
代
・
そ
ば
各
一
銭
、
梨
子
八
厘
、
昼
弁

当
十
銭
、
梨
子
一
銭
六
厘
、
船
せ
ん
（
渡

船
代
）
一
銭
六
厘
で
合
計
四
八
銭
二
厘
か

か
り
、
す
で
に
往
路
の
路
銀
の
総
額
を
超

え
て
し
ま
い
ま
し
た
。特
に
宿
代
が
高
く
、

以
後
も
一
泊
二
五
銭
か
ら
三
十
銭
か
か
り

ま
し
た
。
二
日
目
・
三
日
目
は
人
足
賃
が

加
わ
り
、
延
べ
四
人
雇
い
で
賃
銭
が
三
五

銭
を
払
い
、
ほ
か
一
日
に
酒
代
三
銭
を
ま

と
め
て
渡
し
て
い
ま
す
。
復
路
は
四
泊
五

日
の
行
程
と
な
り
、
合
計
二
円
二
五
銭
四

厘
五
毛
の
旅
費
を
使
い
ま
し
た
。

　

復
路
が
長
日
程
で
費
用
も
か
さ
ん
だ
の

は
、
在
塾
中
に
書
籍
を
買
い
集
め
た
り
し

て
荷
物
が
増
え
た
せ
い
も
あ
る
で
し
ょ
う

が
、
一
番
に
は
雪
の
影
響
が
あ
っ
た
た
め

と
思
わ
れ
ま
す
。
江
戸
時
代
の
北
国
街
道

や
三
国
街
道
で
は
、
新
暦
の
十
二
月
十
五

日
を
過
ぎ
た
あ
た
り
か
ら
根
雪
で
馬
足
が

立
た
な
く
な
り
、
荷
物
は
す
べ
て
人
足
持

ち
に
な
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
信

の
帰
省
は
そ
う
し
た
雪
の
深
く
な
る
こ
ろ

に
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
復
路
で
は
、
往

路
で
か
か
ら
な
か
っ
た
橋
賃
や
渡
船
代
を

何
度
も
払
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
雪
の
た
め

に
往
路
と
は
違
う
道
を
取
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
信
は
雪
の
状
況
を
見
つ
つ
、
通
行
が

困
難
に
な
る
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
塾
で
の
勉
強

を
続
け
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

「
忰
信
入
校
入
用
」
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★栄村図書室開放時間★
平　日

午前８時半～午後５時
土・日

午前９時～正午
※祝日は休館します

図書室からのお知らせ

図書室だより

　ビブリオバトル（書評合戦）は、本の紹介コミュニケーシ
ョンゲームで、子どもから大人まで楽しむことができます。
公式ルールでは、みんなで集まって５分で本を紹介、ディス
カッションを行い、読みたくなった本に投票して、チャンプ
本を決定します。
　栄小では、平成30年度の５年生（現中学１年生）が、発表
時間を３分間にしたミニビブリオバトルを学年で行いまし
た。昨年10月には、飯水全８小学校に呼びかけ、６年生を中
心に結んで、飯水小学生遠隔ミニビブリオバトルを開催しま

した。好評でしたので、参加学年、地域を広げ、飯田
市上村小、木曽町三岳小も加え、３～６年生がバトル
を展開しました。
　今年も第１回が開催され、栄小の６年生が司会を行
いました。参加学級は、なんと５校15学級！６名の発
表者がおすすめの本を紹介しましたが、その中には本
校の１年生としては初めての本の紹介もあり（写真上
部）白熱したバトルとなりました。
� （文責：栄小図書担当　阿部）

栄小学校遠隔ビブリオバトル開催!!
～栄小からスタートした活動が全県下へ～

図書室からのお願い
　図書室で本を借りたけど、返
すのを忘れている本はありませ
んか。11月から始まる移動図書
でも構いませんので返却をお願
いします。紛失してしまった場
合も必ずお知らせください。

★移動図書始まります★
　別紙にてお伝えしていますが今年も移動図書車
が各地区を回ります。大勢のご利用をお待ちして
います。

★図書ボランティア募集★
　図書室で土日の午前中、当番
をしてくれる方を募集します。
村内在住の成人している方なら
どなたでもできます。栄村教育
委員会事務局（☎87-3118）ま
でお待ちしています。

★栄村図書室休館日★
11月：３日㈫、21日㈯～ 23日㈪
12月：26日㈯、27日㈰、29日㈰～ 31日㈭
１月：１日㈮～３日㈰、９日㈯、11日㈪

ビブリオバトル投票の場面
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　これからも兄姉と毎日仲良くけんかし
てね（笑）
樋口真幸さん・海南子さん宅（月岡）

スキー大好き！
向
こう
陽
よう

くん（７才）

おおきく
な〜れ

髙橋琢磨さん（３３歳）志久見
　栄村に来てからずっと「〇年後の村」を考えてき
ました。早いものでもう六年目の秋。村も変わらな
いようで、色々変わりました。農業や大工の手伝い、
福祉や観光の仕事と色々体験し、ようやく村のこと
をなんとなく掴めてきたところですが、この村の未
来の為にできる事を探して「何でも屋」業を続けて
いきたいと思っています。頼りない奴ですが、お困
りの事があればどんなことでもご相談ください。ち
なみに最近は仏教とキャンプにハマっています。　

久保田ゆき乃さん（31歳）横倉
　栄村生活も６年目になりました。きっかけは仕事
で、まさか永住することになるとは１ミリも想像し
ていなかったのですが…（笑）。千葉県出身の私は、
四季がはっきりしている村生活がとても好きです。
息子の晃成は、言葉が出てきて感情表現も豊かにな
り、いろんな方に「今が一番かわいいよ！（文句も
言わないし笑）」と教えていただいています（笑）。
散歩が日課で、車が好きなので、見かけたら手を振
っていただけるとうれしいです（^^）。

　これからの季節、風邪やインフルエンザが流
行りだすのもさることながら、日常的にコロナ
ウイルスに感染しないように自身の免疫力を高
めることが注目されています。
　健康法というとウォーキングやストレッチと
いった運動や、減塩、野菜を多く食べるといっ
た食事療法などが挙げられますが、栄村では、
柿の葉やドクダミ、ゲンノショウコ、カバノア
ナタケ、マムシ、熊といった、町場での健康法
調査からはおそらく出てこないであろう単語も
耳に入ってきました。畑や道端から採ってきた
ものを、乾燥させてお茶にしたり、マムシを焼
いて食べたりと、一人ひとり健康法は違います
が、自分で材料を調達するところから、お互い
に伝え合って暮らしてきた昔ながらの体調管理
の知恵なんだなと感じました。
　「予防は治療に勝る」ということわざがあり
ます。季節の変わり目は体調を崩しやすいと言
いますが、普段からの予防を行い、健康的な毎
日を過ごせるようにしていきたいですね。
（水内編集委員　島田）

栄村の健康法
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越智の江戸日記

病
室
の
妻
に
逢
わ
せ
ぬ
コ
ロ
ナ
か
な�

山
田
政
治

突
然
の
曾
孫
の
便
り
泣
け
る
秋�

山
田
セ
キ

味
噌
汁
の
初
の
キ
ノ
コ
の
味
の
良
さ�

福
原
勇
一

秋
晴
れ
や
笑
い
こ
ろ
げ
る
お
達
者
会�

斉
藤
は
る
子

冬
め
く
や
深
閑
と
暮
る
夕
餉
か
な�

市
川
吉
視

二
度
三
度
う
ね
り
て
田
原
鳥
渡
る�

関
谷
貞
子

青
空
に
映
え
る
も
み
じ
や
滝
め
ぐ
り�

馬
場
澤
子

野
分
け
過
ぎ
夕
日
障
子
を
紅
く
染
め�

柳
　
静
江

獣
跡
巨
大
な
糞
に
出
会
う
秋�

杉
浦
恵
子

　

暑
か
っ
た
日
々
が
過
ぎ
、
陽
が
短
く
な
り
気
温
も
ぐ
っ
と
下
が
り
始
め
、
木
々
の
紅
葉
も
進
み
、

稲
刈
り
が
終
わ
っ
た
田
ん
ぼ
を
見
る
と
刻
々
と
季
節
が
変
わ
っ
て
い
く
の
を
感
じ
ま
す
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
過
ご
す
毎
日
で
し
た
が
、
今
は
マ

ス
ク
の
着
用
と
手
洗
い
が
生
活
の
一
部
と
し
て
身
に
つ
い
て
き
て
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
風
邪
と

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に
も
繋
が
る
な
、
と
ふ
と
思
っ
た
時
に
、
今
ま
で
自
分
で
は
疎
か
に
し

て
い
た
面
が
プ
ラ
ス
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
罹
ら
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
な
が
ら
生
活
し
続
け
る
こ
と
は
、
心
身
と
も

に
大
変
に
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
プ
ラ
ス
の
変
化
に
気
づ
け
た
こ
と
で
大
変
に
感

じ
て
い
た
こ
と
も
そ
れ
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
い
よ
う
に
思
え
、
気
が
楽
に
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま

す
。

　

そ
う
思
う
と
、
今
ま
で
当
た
り
前
だ
っ
た
こ
と
が
当
た
り
前
で
な
く
な
っ
た
生
活
に
、
時
間
の

経
過
と
と
も
に
少
し
ず
つ
慣
れ
て
き
た
の
か
と
、
こ
こ
最
近
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

編
集
後
記

今月の一句 〜栄村俳句会〜

遥

　栄村では着々と冬支度が始まっている頃でしょ
うか。 
　新型コロナウイルスが流行り出した時、妖怪
の「アマビエ」も同時に流行り疫病退散の守り神
となったのは皆さんもご記憶されているかと思い
ます。信仰的なことでいうと現在の私の家の近く
には「大宮八幡神社」という大きな神社があり、
春から疫病退散の茅の輪くぐり等もやっていまし
た。栄村の祭りでも、獅子舞でアクマッパライの
口上があったり、本祭の日に一軒一軒家を回って
アクマ（ここでは「よくないもの」のことだと思
います）を払ったりします。疫病というのは昔か
ら人と隣り合わせにあったものなのですね。
　信仰について都会に住んでいて思うことは、都
会では多くの人が大きな神社に祈願に行き、疫病
退散を願う。一方で、栄村では自分たちで祭りを
執り行い、疫病の退散を祈願する。今年は多くの
集落で本祭りのみだったと聞いていますが、たと
えそうだとしても、疫病退散祈願を「自分たちで
行う」という、その他人ごとにしない力強さは誇
るべき財産だと改めて思います。

　東京で暮らす娘に頼まれ、言われるがままに庭
に種をまいて育てた花。ドライフラワーにして娘
へ宅配した花たちは、娘の手によってすてきな「ハ
ーバリウム」になっていました。自分が育てた花
で、娘がどのような作品にするのかが楽しみで、
様々な色を咲かせる花作りが私の楽しみになりま
した。� （小赤沢　阿部美代子）

ドライフラワーにするために




